
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　永えい遠えんに続つづくものなんて、ないことを知しった。

　いつかは必かならず、終おわりがくる。

　それでも……。




　変かわらない気き持もちがあるから。

　変かえられない想おもいもあるから。




　となりにいられる『今いま』を

　大たい切せつにしよう。




　どんなに遠とおく離はなれても、

　別べつ々べつの道みちを歩あゆんでも、




　輝かがやく思おもい出でと共ともに、

　ずっとあなたを想おもうから──……。
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「メリークリスマス」

　クリスマスの特とく別べつな言こと葉ばを交かわして、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいはほほえみ合あった。

　はらはらと舞まい落おちる雪ゆきが、イルミネーションの光ひかりを浴あびて輝かがやいている。

　なんてすてきな景け色しきなんだろう。

　なんて幸しあわせな時じ間かんなんだろう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの傘かさの中なかで、いっしょにイルミネーションを眺ながめることができるなんて。

　でも、駅えきはもう目めの前まえ。

　先せん輩ぱいのとなりにいられる奇き跡せきは、もうすぐ終おわってしまう。

　それに、明日あしたから部ぶ活かつは年ねん末まつ年ねん始しの休やすみで、しばらく先せん輩ぱいに会あえなくなってしまう。

　できることなら、明日あしたも明後日あさっても、先せん輩ぱいといっしょにいたい。

　理り由ゆうがなくても、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのとなりにいたい。

　だから、伝つたえなきゃ。『好すき』のその先さきを。

　先せん輩ぱいの、『特とく別べつな人ひと』になりたいから……。

　白しろい息いきをゆっくりはきながら、私わたしは震ふるえるこぶしをにぎりしめた。

　短みじかく息いきを吸すって、想おもいをぶつける。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい！　あの、私わたし……」

「吉よし川かわ」

　私わたしの言こと葉ばをさえぎるように、先せん輩ぱいは突とつ然ぜん立たち止どまった。

　私わたしを呼よぶ優やさしくておだやかな声こえが、傘かさの中なかに響ひびく。

「は、はい」

　先せん輩ぱいは、私わたしになにを告つげるんだろう。

　ドキドキしながら、先せん輩ぱいを見み上あげた。

「学がっ校こう祭さいのときに、屋おく上じょうで言いってたこと……」

「はい……」

　どくん！と、心しん臓ぞうがひときわ大おおきく音おとを立たてた。

　それって、「私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すきです」って告こく白はくしたこと？

　それとも、「おつきあいしたいわけじゃない」って言いってしまったこと？

　もしかしたら……。

　あの日ひの返へん事じを──伊い吹ぶき先せん輩ぱいの気き持もちを、聞きかせてもらえるのかもしれない。

　なぜか不ふ安あんや恐きょう怖ふはなくて、うれしい予よ感かんが広ひろがっていく。

　ううん。期き待たいしすぎるのは、ダメだ。

　わかってるけど、先せん輩ぱいの声こえはとっても優やさしい。

　ひとことも聞ききまちがえないように見みつめていると、先せん輩ぱいの口くちが、動うごいた。





「……ぜんぶ、聞きかなかったことにする」






「え……」

　その瞬しゅん間かん、頭あたまの中なかが真まっ白しろになった。
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　先せん輩ぱいの言こと葉ばが、ただの音おとみたいに聞きこえて、なんて言いったのかも、すぐにはわからなかった。

　どういう意い味み、なんだろう。

『聞きかなかったことにする』って……。

　私わたしが、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを好すきってことも。

　つきあいたいわけじゃないって言いってしまったことも、『ぜんぶ』？

　それって、私わたしが『つきあいたいわけじゃない』って言いってしまったから？

　違ちがうんです。私わたしは、先せん輩ぱいの、彼かの女じょになりたいんです！

　そう伝つたえるために、あわてて口くちを開ひらいた、そのとき。





「お前まえを、傷きずつけたくない」






　先せん輩ぱいは、静しずかにそう言いった。

　イルミネーションが先せん輩ぱいの顔かおを照てらす。

　先せん輩ぱいは、困こまったような、苦くるしいような、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうをしていた。

「……っ」

　それを見みたら、なにも言いえなくなってしまった。

　考かんがえこんでいるような、つらそうな、顔かお……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいにあこがれてサッカーを始はじめた、南なん海かい中ちゅうの加か賀が谷やくんの、あこがれや期き待たいを裏うら切ぎってしまったと、自じ分ぶんを責せめていたあのときみたい。

「わかりました」

　これ以い上じょう、先せん輩ぱいにつらい顔かおをしてほしくなくて、私わたしはあわてて笑わらって見みせた。

　本ほん当とうは、なにもわかっていない。

　言いいたいことはなにひとつ言いえてないし、訂てい正せいもできていない。

　先せん輩ぱいの言こと葉ばの意い味みだってわからないし、先せん輩ぱいの気き持もちも聞きけてない。

　だけど、先せん輩ぱいが困こまった顔かおで優やさしく私わたしを見みつめるから。

　やっぱり何なにも言いえなくて、私わたしは口くちをつぐんだ。

「……寒さむくなってきたな。そろそろ行いくか」

「そうですね」

　先せん輩ぱいの声こえに背せ中なかを押おされて、歩あるき出だす。

　私わたしの歩ほ幅はばにあわせて、先せん輩ぱいはゆっくり歩あるいてくれた。

「風か邪ぜ、ひくなよ」

「はい。ありがとうございます」

　先せん輩ぱいの優やさしさをたくさん感かんじて、すごくうれしいのに、痛いたいほど切せつない。

　こんなごちゃごちゃな気き持もちを知しられたくなくて、私わたしは明あかるい声こえを出だした。

「来らい年ねんも、部ぶ活かつがんばります」

「ああ。年ねん末まつ年ねん始しの休やすみが明あけたら、本ほん格かく的てきに定てい期き演えん奏そう会かいの練れん習しゅうが始はじまるしな」

「そうですね。冬ふゆ合がっ宿しゅくもありますし、がんばります！」

　そう答こたえると、先せん輩ぱいは意い地じ悪わるに笑わらった。

「『がんばります』ばっかだな」

「あ……。あはは」

　改かい札さつの前まえまで送おくってもらうと、私わたしは深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。

「送おくってくださってありがとうございました。よいお年としを」

「ああ。またな」

　先せん輩ぱいに背せを向むけて、足あし早ばやに改かい札さつを抜ぬける。

　振ふり返かえることもできずに、私わたしはホームに向むかって歩あるき続つづけた。
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「ただいま」

　玄げん関かんドアを開あけると、あたたかな空くう気きに包つつまれた。

　お兄にいちゃんのクツは……ない。

　よかった。まだ帰かえってきていないみたい。

　今いまの顔かおを、お兄にいちゃんには見みられたくないから……。

　ほっとしながら、クツを脱ぬぐ。

　夕ゆう食しょくの時じ間かんまでに、いつもどおりの私わたしに戻もどらなきゃ。

　ダダッと階かい段だんを駆かけ上あがって、自じ分ぶんの部へ屋やに飛とびこんだ。

　カバンとフルートケースを机つくえの上うえに置おいて、制せい服ふくを脱ぬぐ。

　部へ屋や着ぎに着きがえると、もぞもぞとベッドの中なかにもぐった。

「言いえなかったな……」

　こぼれ落おちたため息いきが、真まっ暗くらなお布ふ団とんの中なかに消きえた。

『本ほん当とうは、先せん輩ぱいとおつきあいしたいです』って、言いえなかった。

　それどころか、告こく白はくごとぜんぶ、聞きかなかったことにするって言いわれてしまった……。

「それって、どういう意い味みなんだろう」

　考かんがえても考かんがえても、ちっともわからない。

　先せん輩ぱいは、告こく白はくを断ことわるときは、はっきり「ごめん」って言いっていた。

「ということは……。どういうことなんだろう？」

　失しつ恋れんなのか、違ちがうのか、さっぱりわからないよ。

　宙ちゅうぶらりんなこの状じょう態たいは、けっこうキツい。

　ひとつだけわかっているのは、私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいは『カレカノ』にはなれない、ってこと。

「……っ」

　突つきつけられた事じ実じつに、胸むねがずきりと痛いたんだ。

　そのとき、枕まくら元もとに置おいていたスマホがぶるぶる震ふるえだした。

「崎さき山やまくんだ……」

　布ふ団とんから起おき上あがって画が面めんをタップすると、すぐに崎さき山やまくんの明あかるい声こえが聞きこえてきた。


『さくらちゃん！　今いま、電でん話わしてて大だい丈じょう夫ぶ？』



「うん、大だい丈じょう夫ぶだよ」

　崎さき山やまくんの、いつもよりはずんだ声こえに、なんとか私わたしも普ふ通つうの声こえで答こたえることができた。


『１月がつ３日かに、みんなで初はつ詣もうでに行いこうって話はなしになったんだけど、さくらちゃんもどう？』



「みんなで？」


『うん！　部ぶ活かつの、いつものみんなで。さくらちゃんも行いこうよ』



　それって……柴しば田たさんや、さっこや加か代よちゃん、内ない藤とうさんの、１年ねん生せいグループってことかな？

　みんなの顔かおを思おもい浮うかべていたら、会あいたい気き持もちがこみあげてきた。

「ありがとう。私わたしもみんなといっしょに行いきたいな」


『よかった！　時じ間かんと集しゅう合ごう場ば所しょはまた連れん絡らくするよ。じゃあね。メリークリスマス～』



「あっ、崎さき山やまくん！」

　電でん話わを切きろうとする崎さき山やまくんを、私わたしは呼よび止とめた。


『ん？　どうしたの？』



　さっきのことを、崎さき山やまくんに報ほう告こくしようとして、すぐに思おもいとどまった。

　今日きょうはクリスマスイブ。

　楽たのしそうな崎さき山やまくんに、こんなもやもやする話はなしを伝つたえるのは、気きがひける。

「あ、ごめん。なんでもないの。メリークリスマス！」


『じゃあ、初はつ詣もうで楽たのしみにしてるね』



「うん、じゃあね」

　通つう話わが終おわると、部へ屋やはまた静しずまりかえった。

　すぐにさびしい気き持もちがわきあがってきて、通つう話わの切きれたスマホの画が面めんを眺ながめる。

　さっこと加か代よちゃんに、話はなしを聞きいてほしいけど……。

「やっぱり、やめておこう」

　考かんがえ直なおして、スマホを枕まくら元もとに置おくと、お布ふ団とんにもぐった。

　だって、さっきふたりは勇ゆう気きを出だして、好すきな人ひとにクリスマスプレゼントを渡わたしに行いったばかり。

　さっこは高たか田だ先せん輩ぱいに、加か代よちゃんは村むら中なか先せん輩ぱいに。

　告こく白はくが大だい成せい功こうして、今いまごろ楽たのしくおしゃべりしてるかもしれない。

　楽たのしい時じ間かんをじゃましてしまったり、幸しあわせな気き持もちを壊こわしてしまったら、申もうしわけないから。

　初はつ詣もうでで会あえたときに、話はなしを聞きいてもらおう。

　そう決きめて寝ね返がえりを打うつと、玄げん関かんを開あける音おとが聞きこえてきた。

「ただいま～」

　あ、お兄にいちゃんだ！

「おかえり。あら、さくらのクツもあるわね。部へ屋やにいるの？」

「おお、そうか。気きづかなかったな。おーい、さくら。下おりておいで」

　お母かあさんとお父とうさんの声こえも加くわわって、いっきに家いえがにぎやかになる。

「さくら～！　クリスマスケーキ食たべるぞ～！」

「今いま行いくーー！」

　お兄にいちゃんに返へん事じをすると、もぞもぞとお布ふ団とんから出でた。

　疑ぎ問もんだらけで、頭あたまも心こころも重おもいけれど、今日きょうはクリスマスイブだ。

　お母かあさん特とく製せいのチキンと、お父とうさんが買かってきてくれたケーキが待まっている。

「よし。お腹なかいっぱい食たべよう」

　もやもやする気き持もちを切きりかえて、私わたしは部へ屋やを出でた。
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　クリスマスが終おわると、あっという間まに年ねん末まつが過すぎていった。

　今日きょうは１月がつ３日か。

　崎さき山やまくんと約やく束そくした、みんなで初はつ詣もうでに行いく日ひだ。

　実じつは今け朝さ、崎さき山やまくんから連れん絡らくが来きて、初はつ詣もうでに行いく前まえに、柴しば田たさんの家いえに行いくことになったんだ。

「柴しば田たさん、あけましておめでとう」

「あけましておめでとう。吉よし川かわさん」

　玄げん関かんから出でてきた柴しば田たさんは、とってもすてきな紫むらさき色いろの着き物ものを着きていた。

「柴しば田たさん、お着き物ものなんだね！　すごく似に合あってるよ！」

「ありがとう。詩し音おんが初はつ詣もうでは着き物もので来きてって言いうから、久ひさしぶりに着きたのよ」

「えっ！　そうなの!?　私わたし、普ふ通つうの服ふくで来きちゃったよ」

　あわてる私わたしに、柴しば田たさんが優やさしく笑わらった。

「大だい丈じょう夫ぶよ。詩し音おんの家いえに行いきましょう」

　柴しば田たさんと崎さき山やまくんは、家いえがおとなり同どう士しの幼おさななじみ。

　崎さき山やまくんのお家うちは、柴しば田たさんの家いえのどっちのおとなりなんだろう？

　柴しば田たさんが足あしを止とめたのは、りっぱな門もん構がまえで、歴れき史しがありそうな和わ風ふうのお家うち。

「ここよ」

「えっ!?」

　崎さき山やまくんと、純じゅん和わ風ふうのイメージが結むすびつかなくって、おもわず声こえをあげちゃった。

「どうしたの？」

「いやっ、あの、崎さき山やまくんって、洋よう館かんみたいなところに住すんでるって思おもいこんでいたから、びっくりしちゃって」

　柴しば田たさんはかすかにほほえむと、呼よび鈴りんを鳴ならして、大おおきな門もんを開あけた。

　そこから玄げん関かんまで、広ひろいお庭にわが続つづいていて、池いけまである。

　先せん祖ぞ代だい々だい受うけつがれてきたんだろうなって思おもえる、りっぱなお家うちだ。

「さくらちゃん、月つき乃の、あけましておめでとう！」

　大おおきな玄げん関かんの戸とが開ひらいて、着き物もの姿すがたの崎さき山やまくんが出でてきた。
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　さすが崎さき山やまくん！

　着き物ものにマフラーの組くみ合あわせが、とってもオシャレで、すごく似に合あってる。

　和わ服ふくって、こんなステキな着き方かたもあるんだね。

「崎さき山やまくん、ごめんね。私わたし、着き物ものじゃないんだ」

「俺おれこそごめん。初はつ詣もうでは着き物もので行いこうって、さくらちゃんに伝つたえるの忘わすれちゃったんだ。寒さむいでしょ、ふたりとも中なかに入はいって」

「あ、うん。おじゃまします」

　広ひろい玄げん関かんでクツを脱ぬいで、お家うちに上あがらせてもらう。

　ぴかぴかに磨みがかれた長ながいろうかを、崎さき山やまくんの後あとについて歩あるいた。

　ひとりじゃ迷まい子ごになりそうなくらい、広ひろいお家うちだな。

　しばらく歩あるいていくと、ひときわ豪ごう華かなふすまの前まえで、崎さき山やまくんが立たち止どまった。

「ここだよ」

　崎さき山やまくんがふすまを左さ右ゆうに開ひらくと、広ひろい和わ室しつには色いろとりどりの着き物ものがたくさん！

「わぁ～！　すごいね。崎さき山やまくんのお家うちって、着き物もの屋やさんなの？」

　目めを丸まるくした私わたしを見みて、崎さき山やまくんはふふっと笑わらう。

　となりにいた柴しば田たさんが、教おしえてくれた。

「詩し音おんのお父とう様さまは、日に本ほん舞ぶ踊ようの有ゆう名めいな家いえ元もとなのよ」

「えええ!?　じゃあ、崎さき山やまくんも日に本ほん舞ぶ踊ようをおどるの？」

　さっきから、おどろいてばかりだよ。

「……まぁ、ね」

「すごい！　かっこいいね！」

　そう言いわれてみると、崎さき山やまくんは、歩あるきかたも座すわりかたも、すべての動うごきがきれいだ。

　崎さき山やまくんの舞まいは、とっても美うつくしいだろうなぁ。

　だけど、崎さき山やまくんはさらりと目めをそらして背せ中なかを向むけた。

「そんなことないよ」

　そっけなくつぶやいて、和わ室しつの中なかに入はいっていってしまったんだ。

「崎さき山やまくん……？」

　あれ？　私わたし、変へんなこと言いっちゃったかな。

　そのときの崎さき山やまくんの様よう子すが、小ちいさなトゲみたいに、妙みょうに心こころにひっかかったんだ。
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　私わたしが和わ室しつに入はいると、崎さき山やまくんは、いつものニコニコ笑え顔がおだった。

「せっかくだから、さくらちゃんも着き物もので行いこうよ。この中なかから選えらんで」

「えっ。着き物ものをお借かりするなんて、申もうしわけないよ」

「気きにしないで。これなんてどう？」

　そう言いって、たくさんある着き物ものの中なかから、ピンクの桜さくら柄がらのものを選えらんで持もってきてくれた。

「わぁ……。桜さくらの花はながいっぱいだね。色いろもとってもかわいい！」

「ええ。吉よし川かわさんに似に合あいそうね」

　柴しば田たさんが、桜さくら柄がらの着き物ものを私わたしの肩かたにあてて、静しずかにほほえんだ。

「この小こ紋もんだったら、初はつ詣もうででも着きられるよ」

「でも、本ほん当とうにお借かりしていいの？」

「うん。もちろんだよ。それどころか……」

　崎さき山やまくんが言いい終おわる前まえに、


「「詩し音おん。お友とも達だち、来きたの？」」



　ふたり分ぶんの声こえが、ろうかから聞きこえてきた。

「うん。着き物ものを選えらんでるよ」


「ふふふ。待まってたよ～」

「おじゃまするね～」



　ススッとふすまが左さ右ゆうに開ひらくと、女おんなの人ひとがふたり立たっていた。

　そして、そっくりなニコニコ笑え顔がおで和わ室しつに入はいってくる。

「さくらちゃん、紹しょう介かいするよ。俺おれの姉あねたち」

「お姉ねえさん、たち？」

「うん。ふたりとも中ちゅう２で、双ふた子ごなんだ。ここにある着き物ものは、ぜんぶ姉あねたちのものなんだよ」

　たしかに、おふたりと崎さき山やまくんは、笑え顔がおがよく似にてる。

「はじめまして、吉よし川かわさくらです。崎さき山やまくんにはいつもお世せ話わになっています」

「はじめまして、さくらちゃん。詩し音おんの姉あねの彩あや音ねです」

「同おなじく、朱あか音ねです。よろしくね」

　彩あや音ねさんと朱あか音ねさんは、私わたしをじーっと見みつめると、キラッと目めを光ひからせた。

「「着きつけは私わたしたちに任まかせて!!」」

「あ、ありがとうございます」

　ふたりとも、とっても楽たのしそう。

　ルンルンしながら、あちこちから帯おびや紐ひもを持もってきてくれた。

「というわけで、姉あねたちも、さくらちゃんの着きつけをしたいみたいだから、遠えん慮りょしないで」

　そう言いって、崎さき山やまくんはパチンとウインクをした。

「崎さき山やまくんも、ありがとう。すっごくうれしいよ！」

　すると、すっかり着きつけの準じゅん備びをととのえたお姉ねえさんたちが言いった。

「じゃあ、着きつけをはじめるね」

「詩し音おんと月つき乃のはリビングで待まってて」

　お姉ねえさんたちにうなずいた崎さき山やまくんは、柴しば田たさんを振ふり返かえる。

「行いこう、月つき乃の」

「ええ。吉よし川かわさん、あとでね」

「うん！　彩あや音ねさん、朱あか音ねさん、よろしくおねがいします」

「「まかせておいて！」」

　お姉ねえさんたちの明あかるい声こえにつられるように、私わたしの心こころもわくわくしてきた。




「完かん成せいっ!!」

「どうかな？」

　彩あや音ねさんと朱あか音ねさんに手てを引ひかれて、大おおきな鏡かがみの前まえに立たつ。

「これ、私わたしですか……？」
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　ぽかんとした私わたしを見みて、ふたりはうふふと笑わらった。

「さくらちゃんだよ。かわいい！」

「笑わらってみて。もっとかわいくなれるから」

　ふたりは、着き物ものを着きつけてくれただけじゃなくて、髪かみの毛けも結ゆってくれたんだ。

　いつもの編あみこみに、耳みみの横よこでお団だん子ご。

　ピンク色いろの、大おおきなお花はなの髪かみ飾かざりまでつけてくれたの。

　そして……。

「学がっ校こうに行いくわけじゃないしね」

「今日きょうだけ特とく別べつってことで、いいでしょ？」

　そう言いって、うすいピンクの色いろつきリップをぬってくれたんだ。

　まるで、ふたりに魔ま法ほうをかけてもらったみたい。

　宙ちゅうぶらりんで、もやもやしていた気き持もちがいっきに晴はれていく。

　こんなに胸むねがはずむのは、親しん切せつなおふたりと、すてきな着き物ものと髪かみ形がたのおかげだよ。

「すごいです……！　ありがとうございます！」

　深ふか々ぶかと頭あたまを下さげたとき、ふすまが開ひらいて、崎さき山やまくんと柴しば田たさんがやってきた。

「わぁ。さくらちゃん、かわいい!!」

「よく似に合あっているわ。髪かみ形がたもはなやかですてきね」

　ふたりとも、ニコニコ顔がおでほめてくれた。

　彩あや音ねさんと朱あか音ねさんも、太たい陽ようのような笑え顔がおを私わたしに向むけてくれた。

「私わたしたちも楽たのしかったよ。ありがとう」

「とってもかわいいから、自じ信しん持もって楽たのしんできて」

「はい！」

　私わたしも、みんなににっこり笑え顔がおを返かえした。
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　神じん社じゃの近ちかくの待まち合あわせ場ば所しょで、３人にんならんでみんなを待まつ。

「よかった。もうすぐ着つくって」

　着ちゃく信しん音おんを鳴ならしたスマホを見みながら、崎さき山やまくんがご機き嫌げんで言いった。

「さっこと加か代よちゃんの着き物もの姿すがたも楽たのしみだな」

「あっ、ごめん。言いってなかったけど、ふたりとも来こられなくなったんだ」

「そうなの？」

「うん。須す田ださんは先せん約やくがあって、寺てら西にしさんは風か邪ぜひいちゃったんだって」

「そっか……。加か代よちゃん、大だい丈じょう夫ぶかな」

「それと、残ざん念ねんながら高たか田だ先せん輩ぱいからも、先せん約やくがあって行いけないって言いわれたよ」

「えっ!?　高たか田だ先せん輩ぱい？」

　ちょ、ちょっと待まって。

　どうしてそこで高たか田だ先せん輩ぱいが出でてくるの？

「じゃあ、あとは内ない藤とうさんだけ？」

「ううん。内ない藤とうさんには声こえかけてないよ。さそったのは、学がっ校こう祭さいの実じっ行こう委い員いんメンバーと月つき乃のだけ。あれ？　言いってなかったっけ？」

「うん……」

　聞きいてない……。聞きいてないよ、崎さき山やまくん！

　サーッと血ちの気けが引ひいていく。

　だって、私わたしたちが今いま、待まっている人ひとは……。





　伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ！！！！






　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに会あうのは、あの、クリスマスイブの日ひ以い来らい。

　ぜんぜん心こころの準じゅん備びができていなくって、あせってしまう。

　いったい、どんな顔かおで会あえばいいんだろう。

「……吉よし川かわさん？」

　急きゅうに、あわあわオロオロしはじめた私わたしを、柴しば田たさんが不ふ思し議ぎそうに見みつめている。

「……っ、あの……」

　クリスマスイブのことを伝つたえようとしたそのとき、崎さき山やまくんがはずんだ声こえで言いった。

「あ、来きた!!　伊い吹ぶき先せん輩ぱい～～！！！！　こっちです～！」

　ドキン!!

　どうしたらいいかわからなくて、とっさにうつむいてしまう。

「あれ？　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、誰だれかといっしょなのかな」

「本ほん当とうね。誰だれかしら」

　崎さき山やまくんと柴しば田たさんの話はなしが気きになって、おそるおそる顔かおを上あげると、そこには……。


「詩し音おん～、月つき乃の～、さくら～！　ハッピーニューイヤー!!」



「カレン!!」

　あざやかな水みず色いろに、大おおきな白しろい花はな柄がらの着き物ものを着きたカレンが、両りょう手てを振ふっていた。

　はちみつ色いろの髪かみにつけている、お花はなの髪かみ飾かざりも似に合あっていて、とびきりかわいい。

　その横よこには、少すこし不ふ機き嫌げんな様よう子すの伊い吹ぶき先せん輩ぱいが歩あるいていた。

[image: ]

　わ……。先せん輩ぱいも着き物ものだ。

　前まえに見みた浴衣ゆかた姿すがたもかっこよかったけれど、着き物ものもとびきりかっこいい……！

　ドキドキも、トキメキも、止とまってくれない。

　先せん輩ぱいが好すきって気き持もちがあふれて、苦くるしいくらいだよ。

「悪わるい。崎さき山やまからの電でん話わが聞きこえてたらしい……」

「だって、楓かえでといっしょにお百ひゃく度ど参まいりしたかったんだもん。こっそり楓かえでの後あとをついてきたんだよ」

「どこが〝こっそり〟だよ。玄げん関かんの前まえで待まちかまえてただろ。しかも、お百ひゃく度ど参まいりじゃねぇし」

「あはは。カレン、初はつ詣もうでだよ」

「あっ、そうか。ありがと、詩し音おん」

　にっこりほほえむカレンは、やっぱりお姫ひめ様さまみたいにかわいい。

　カレンは、すなおで自じ分ぶんに正しょう直じきなところもすごく魅み力りょくなんだ。

　そして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにとっては、カレンは妹いもうとみたいなものだって言いっていた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの幼おさななじみで、みんなの知しらない伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを、たくさん知しっている。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、神じん社じゃに行いきましょうか」

「ああ」

　崎さき山やまくんと伊い吹ぶき先せん輩ぱいが歩あるき出だすと、カレンがあわてて追おいかける。

「待まってよ～！　わわっ。ぞうりって歩あるきにくいんだから。手て、つないでよ～、楓かえで～！」

「無む理り。ゆっくり歩あるけ」

「えええ～～」

　あいかわらずなふたりのやりとりを遠とお目めに見みながら、私わたしも歩あるき出だした。

「吉よし川かわさん……大だい丈じょう夫ぶ？」

「ありがとう。大だい丈じょう夫ぶだよ」

　気きづかうように私わたしの横よこを歩あるく柴しば田たさんに、笑え顔がおを返かえす。

　そして、こそっと耳みみ打うちをした。

「カレンと伊い吹ぶき先せん輩ぱい、実じつは婚こん約やくしてなかったの」

「!!　そうなのね」

　おどろいた顔かおの柴しば田たさんは、すぐに優やさしくほほえんでくれた。

「じゃあ、今日きょうは楽たのしみましょう」

「……うん」

　そっか。そうだよね。

　よく考かんがえたら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと初はつ詣もうでに行いけるなんて貴き重ちょうだし、とってもうれしい。

　それなのに、ずっともやもやした気き持もちでいたらもったいないよね。

　こんなすてきな着き物ものを着きせてもらって、髪かみもかわいくしてもらったんだから。


『笑わらってみて。もっとかわいくなれるから』

『とってもかわいいから、自じ信しん持もって楽たのしんできて』



　彩あや音ねさんと朱あか音ねさんの言こと葉ばを思おもい出だす。

　よし！　せっかくの、みんなで行いく初はつ詣もうでだ。笑え顔がおで楽たのしもう！

　気き持もちを切きりかえて、柴しば田たさんといっしょに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの背せ中なかを追おいかけた。
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　神じん社じゃの境けい内だいは、参さん拝ぱい客きゃくでいっぱいだった。

「うわ～。やっぱり混こんでますね」

「そうだな。まぁ、正しょう月がつ三さんが日にちは混こむもんだろ」

　混こみあっている境けい内だいを見み回まわして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがまた口くちを開ひらく。

「参さん拝ぱいの列れつの進すすみは速はやいから、そんなに待またないで参さん拝ぱいできそうだな」

「そうですね。じゃあ、行いきましょうか」

「ああ」

　先せん輩ぱいと崎さき山やまくんのあとを、柴しば田たさんと私わたしとカレンがついていく。

「はぐれないように気きをつけましょう」

「うん」

「あの大おおきな鈴すずを鳴ならしに行いくんだね。楽たのしみ！」

　はぐれてしまわないように、５人にん固かたまって、参さん拝ぱいの列れつにならんだ。

　先せん輩ぱいが言いった通とおり、順じゅん調ちょうに前まえに進すすんでいる。

　でも、拝はい殿でんに近ちかづくにつれ、ぎゅうぎゅう詰づめになっていった。

　転ころばないように気きをつけなくちゃ。

　お賽さい銭せん箱ばこが見みえてきたから、『もうすぐだね』って柴しば田たさんに言いおうとしたんだけど……。

「あれ……？」

　振ふり返かえってみると、柴しば田たさんも、崎さき山やまくんも、誰だれもいない。

　どうしよう。はぐれちゃったのかな……。

　キョロキョロしてみんなを探さがすけど、やっぱりどこにもいない。

　あわてて列れつから出でようとしたら、ぞうりが石いしのすきまにひっかかって、よろめいてしまった。

「わっ」

　転ころぶ──……!!

　思おもわず目めをつぶった、そのとき。




「吉よし川かわ……！」




　ちょっと低ひくめの声こえが、すぐ近ちかくで聞きこえて、私わたしの肩かたを支ささえてくれた。

「伊い吹ぶき、先せん輩ぱい」

　びっくりして、思おもわず先せん輩ぱいを見み上あげる。

「大だい丈じょう夫ぶか？」

「すみません……。ありがとうございます」

　先せん輩ぱいは、ほっとしたように息いきをつくと、すぐに意い地じ悪わるに笑わらった。

　この顔かおは、いつもの先せん輩ぱいだ。

　近ちかい距きょ離りで見みる、大だい好すきな笑えみに、おもわずきゅんと胸むねがふるえた。

「こっちだ。はぐれんなよ」

「はい」

　先せん輩ぱいは、人ひとをかきわけて誘ゆう導どうしてくれている。

　その背せ中なかを追おいかけながら、クリスマスイブのことを思おもい出だしてしまった。




『……ぜんぶ、聞きかなかったことにする』

『お前まえを、傷きずつけたくない』




　あの言こと葉ばが、どういう意い味みだったのか、知しりたい。

　そして……。

『おつきあいしたいわけじゃないなんて、言いってしまってごめんなさい』

『本ほん当とうは、先せん輩ぱいとおつきあいしたいです』

　そう伝つたえたくて、思おもい切きって先せん輩ぱいを見み上あげた。

「あの、伊い吹ぶき先せん輩ぱい……！」

「うん？」

　先せん輩ぱいが、私わたしに視し線せんを向むけた。
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　目めが合あった瞬しゅん間かん、心しん臓ぞうがばくばくと脈みゃく打うち始はじめる。

　言いえ、私わたし！

　口くちを開ひらこうとした、そのとき──……。





「さくら、み～つけた！」






　私わたしと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの間あいだに、にょきっとカレンがあらわれた。

「……っ。カレン」

「急きゅうにいなくなったから心しん配ぱいしたよ～！　よかった、見みつかって！」

「ご、ごめん。はぐれちゃって」

「楓かえでがさくらを見みつけたの？　さすがだね！」

「よかったわ、吉よし川かわさん」

「あやうく迷まい子ごの放ほう送そうをお願ねがいするとこだったよ」

　カレンの横よこには、ほっとした顔かおの柴しば田たさんと崎さき山やまくんもいた。

「心しん配ぱいかけてごめん。もうはぐれないように、気きをつけるね」

　みんなと合ごう流りゅうできてよかったけれど、結けっ局きょく、何なにも聞きけないままだ。

　でも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはいつもと同おなじように、優やさしかった。

　私わたしのことを助たすけてくれる、いつもの伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった。

　私わたし……やっぱり、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すき。

『聞きかなかったことにする』っていう、あの言こと葉ばがどんな意い味みでも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが好すきだっていう気き持もちは変かわらないんだって、そのとき私わたしは思おもい知しったんだ。
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　参さん拝ぱい客きゃくの列れつにならんで15分ふん。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの言こと葉ばのとおり、そんなに待またずに私わたしたちの順じゅん番ばんが来きた。

「神かみ様さまへ。楓かえでのお嫁よめさんになれますように！　楓かえでとラブラブでアメリカに……」

「カレン……」

　手てを合あわせて、ぶつぶつとお願ねがい事ごとを唱となえているカレンを、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがジロッと見みる。

「カレン、まずは去きょ年ねんの感かん謝しゃを捧ささげるんだよ。それから、お願ねがい事ごとは基き本ほん的てきにひとつ。あと心こころの中なかで言いおうね」

「わっ。そうなんだ！　詩し音おん、ありがとう」

　５人にんでいっしょに一いち礼れいして、拝はい殿でんから離はなれる。

　おみくじを引ひいてから帰かえることになって、みんなで移い動どうしていると、崎さき山やまくんが横よこにならんだ。

「さくらちゃん。どんなお願ねがい事ごとをしたの？」

「えっ」

　ちらりと前まえを見みると、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと柴しば田たさんがソロコンテストの話はなしをしている。

　私わたしは崎さき山やまくんにだけ聞きこえるような、小ちいさな声こえで言いった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、ソロコンテストの全ぜん国こく大たい会かいで優ゆう勝しょうできますように、って」

「ふふっ。同おなじだ」

　いっしょにくすくす笑わらうと、じんわり心こころがあたたかくなった。

　ライバルだけど、同どう志し。

　そんな崎さき山やまくんの笑え顔がおに、いつも元げん気きをもらってる。

　今日きょうは、崎さき山やまくんにクリスマスイブのことを話はなすのはやめておこう。

　幸しあわせそうな崎さき山やまくんに、心しん配ぱいかけちゃうから。

　小ちいさく息いきをつくと、カレンがやってきた。

「詩し音おん、さくら。今日きょうはありがとう。いい思おもい出でになったよ」

　にっこり笑わらうカレンに、崎さき山やまくんがほほえみ返かえす。

「『思おもい出で』だなんて、今こ年としは始はじまったばかりだよ。まだまだたくさん、楽たのしいことがあるんじゃない？」

　だけど、崎さき山やまくんの言こと葉ばに、カレンは首くびを横よこに振ふった。

「私わたし、夏なつにはアメリカに帰かえるんだ」

「えっ。そうなの？」

「うん。だから、みんなといっしょに、着き物もので初はつ詣もうでに来こられてうれしいよ。来らい年ねんのお正しょう月がつは、日に本ほんにはいないから」

「そっか……さびしくなるね」


「うん。楓かえでもいっしょにアメリカに帰かえるから、みんなはさびしいよね」




「「ええっ!?」」



　カレンの衝しょう撃げき発はつ言げんに、崎さき山やまくんと私わたしの声こえが重かさなった。

「ねぇカレン、それってどういうこと？　伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、アメリカに行いくの？」

「そうだよ。楓かえでは、黒くろ羽ばね中ちゅうを卒そつ業ぎょうしたら、高こう等とう部ぶに行いかないで、アメリカにトランペット留りゅう学がくするんだ」

　さらりと告つげられた信しんじられない言こと葉ばに、私わたしと崎さき山やまくんは思おもわず顔かおを見み合あわせた。

　崎さき山やまくんの顔かおからは、いつもの余よ裕ゆうも、ニコニコ笑え顔がおも消きえている。

「楓かえではね、２年ねんの冬ふゆ休やすみに、アメリカの私わたしの家いえにホームステイしてたの。音おん楽がく学がっ校こうのウィンタープログラムに通かよってたんだ。そこで、有ゆう名めいなプロのジャズトランペット奏そう者しゃに気きに入いられて、留りゅう学がくしないかってさそわれたんだよ」

「そ、そうなんだ。伊い吹ぶき先せん輩ぱい、すごいね」

「うん！　楓かえではすごいんだよ！　ソロコンテストの全ぜん国こく大たい会かいで優ゆう勝しょうして、日に本ほん一いちになって、世せ界かいに飛とびだすんだ！」

「世せ界かいに……」

　崎さき山やまくんが、ぽつりとつぶやいた。

「うん。楓かえでは世せ界かいで活かつ躍やくできるプレーヤーだもん。実じつ力りょくもあるし、かっこいいし！　それにね、楓かえでは、本ほん当とうは吹すい奏そう楽がくよりジャズが吹ふきたいんだよ」

「……っ!?」

　先せん輩ぱいは、部ぶ活かつでみんなで合がっ奏そうするより、ジャズを……？

　胸むねの奥おくがズシッと重おもたくなった。

　崎さき山やまくんも、ショックをかくせないでいる。

　そして、考かんがえこむような顔かおで、ぽつりとつぶやいた。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、ジャズの本ほん場ばで学まなぶんだね」

「その通とおり！　アメリカはジャズの本ほん場ばだから。楓かえではきっと、アメリカでプロになると思おもうよ！」

　そっか。そうだったんだ……。

「知しらなかったよ……」

　思おもわずそう言いうと、カレンは「あっ」と声こえをあげて、手てで口くちをふさいだ。

「やっちゃった。楓かえでに、言いうなって口くち止どめされてたんだった」

「誰だれにも言いわないから、安あん心しんして」

　私わたしの言こと葉ばに、崎さき山やまくんもうなずく。

　カレンは、たちまち笑え顔がおになった。

「ありがとう、さくら！　詩し音おんも」

「……」

　私わたしと崎さき山やまくんは、だまったまま、目めを見み合あわせた。

　この話はなしが部ぶ活かつで知しれ渡わたったら、大たい変へんなことになる。

　部ぶ活かつだけじゃない。学がっ校こう中じゅうが大おおさわぎになっちゃうよ。

　学がく外がいの伊い吹ぶき先せん輩ぱいファンも、大だいショックを受うけると思おもう。

　私わたしだって……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょう後ごに留りゅう学がくでいなくなってしまうなんて、信しんじたくない。

　先せん輩ぱいは、黒くろ羽ばね中ちゅうを卒そつ業ぎょうしても、高こう等とう部ぶでまた吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいるんだって思おもいこんでいたから。

　椿つばき先せん輩ぱいみたいに、たまに中ちゅう等とう部ぶに指し導どうに来きてくれるかもしれないって、期き待たいしていた。

　私わたしが高こう等とう部ぶに進しん学がくすれば、またいっしょに演えん奏そうできるって思おもってたのに。

　それがぜんぶ叶かなわないってことだ……。

　そんなの悲かなしすぎるよ。

　心こころが悲ひ鳴めいをあげて、思おもわず目めをふせた。

「あっ。楓かえで～！　そこでおみくじ買かうんだね？」

　カレンが、おみくじ売うり場ばの前まえで待まっている先せん輩ぱいと柴しば田たさんに向むかって駆かけだした。

　その背せ中なかを見み送おくった崎さき山やまくんは、うつむいたままの私わたしに視し線せんを向むけた。

「行いこう、さくらちゃん」

　崎さき山やまくんは、いつもの大人おとなっぽいほほえみを浮うかべていた。

　だけどやっぱり、瞳ひとみには悲かなしみがにじんでいる。

「うん。行いこうか」

　同おなじ気き持もちをわかちあうように、私わたしたちは小ちいさくうなずいて。

　悲かなしい気き持もちを振ふり払はらいながら、おみくじ売うり場ばに向むかった。
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「大だい吉きちだ」

「私わたしは吉きちよ」

「いえぇぇぇい！　末すえ吉きちだったよ！」

　満まん足ぞくげな伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、あまり気きにしていない柴しば田たさん。

　そして、大おおよろこびするカレンを横よこ目めに、私わたしと崎さき山やまくんもおみくじを広ひろげる。

「わっ。小しょう吉きちでした」

「俺おれは中ちゅう吉きち。大だい吉きちは伊い吹ぶき先せん輩ぱいだけか～。さすが先せん輩ぱいですね！」

　崎さき山やまくんが、ふふっと笑わらう。

　崎さき山やまくんはすごいな。伊い吹ぶき先せん輩ぱいの前まえでは、悲かなしい顔かおをまったく見みせていない。

　私わたしも顔かおに出でないように、がんばらなくちゃ。

「ところで、おみくじってどういう順じゅん番ばんだっけ」

　おみくじを結むすびながら、カレンが伊い吹ぶき先せん輩ぱいにたずねた。

「上うえから順じゅんに、大だい吉きち、中ちゅう吉きち、小しょう吉きち、吉きち、末すえ吉きち、凶きょうだ」

「え！　じゃあ、私わたしの運うん勢せい、けっこう最さい悪あくってこと？」

「残ざん念ねんだったな。日ひごろの行おこないを反はん省せいしろ」

「そんなぁ。いつもいい子こなのに」

　がっくり肩かたを落おとすカレンを置おいて、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと柴しば田たさんは、またソロコンテストの話はなしをしながら駅えきに向むかって歩あるきだす。

「待まってよ～！」

　めげないカレンは、ふたりの後あとを追おいかけて行いった。

　私わたしと崎さき山やまくんは、ならんでゆっくりと歩あるき始はじめる。

　ふたりっきりになったとたん、崎さき山やまくんが元げん気きのない声こえを出だした。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、本ほん当とうに留りゅう学がくするのかな」

「……うん。信しんじたくないね……」

「でも……先せん輩ぱいがあんなに英えい語ごをしゃべれるのは、留りゅう学がくのために勉べん強きょうしたからなのかもしれないよね」

「たしかに……」

　崎さき山やまくんの言いう通とおりにしか思おもえなくて、さらにへこんでしまう。

「それに、あんなに色いろんな人ひとに告こく白はくされてる伊い吹ぶき先せん輩ぱいが誰だれともつきあわないのは、長ながい期き間かん、留りゅう学がくするからなのかも」

　つまり、それって……。

「つきあったとしても、遠えん距きょ離り恋れん愛あいになってしまうから？」

「うん。それか、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、恋れん愛あいするよりも、留りゅう学がくして本ほん気きでジャズを学まなびたいのかも」

「……っ」

　ひゅっと、息いきが詰つまるような声こえが、かすかにもれた。

　ふいに、クリスマスイブの先せん輩ぱいの言こと葉ばがよみがえってくる。




『お前まえを、傷きずつけたくない』




　あの言こと葉ばは、つまり。

　──俺おれは本ほん気きで留りゅう学がくするから、恋れん愛あいする気きはない。

　──だから、俺おれへの告こく白はくは聞きかなかったことにさせてくれ。

　──『お前まえを、傷きずつけたくない』から。

　そういう意い味みだったのかもしれない。

　先せん輩ぱいの、困こまったような、苦くるしいような、複ふく雑ざつな表ひょう情じょうを思おもい出だす。

　あの表ひょう情じょうは──……。

　私わたしの気き持もちを受うけ取とれなくて、申もうしわけないと思おもったから……だったのかな。

　とたんに、ずん、と重おもくて暗くらい気き持もちに押おしつぶされそうになる。

　どうしよう。苦くるしくて、悲かなしくて、泣ないてしまいそうだよ。

「さくらちゃん？」

「……！」

　心しん配ぱいそうに顔かおをのぞきこまれて、あわてて顔かおを上あげる。

「ご、ごめん！　ぼーっとしてた」

　視し界かいに飛とびこんできた崎さき山やまくんは、見みたことがないくらいに悲かなしそうな顔かおだった。

　私わたしの心こころも、さらにぎゅっと痛いたむ。

　ダメだよ。絶ぜっ対たいに泣ないちゃダメ。

　崎さき山やまくんだってもっとつらくなってしまうし、少すこし先さきには伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいる。

　でも、先せん輩ぱいの背せ中なかを見みるとよけいに悲かなしくなって、今いまにもくちびるが震ふるえてしまいそうだ。

　それをごまかすために、私わたしはあわてて笑え顔がおを作つくった。

「そうだ！　崎さき山やまくんも、アメリカに留りゅう学がくしちゃうのはどう？　サックスだってジャズにぴったりの楽がっ器きだもん」

　はげましたくて言いったけど、お世せ辞じなんかじゃない。

　崎さき山やまくんも、留りゅう学がくできるし、プロのサックス奏そう者しゃにだってなれるって、私わたしは本ほん気きで思おもってる。

　１年ねん生せいでただひとり、ソロをまかせてもらうくらい上じょう手ずだし、英えい語ごだって得とく意いだから。

　私わたしに言いわれなくても、崎さき山やまくんなら伊い吹ぶき先せん輩ぱいを追おいかけて、すぐにでも留りゅう学がくしちゃいそう。

　……なんて思おもったけれど、崎さき山やまくんはうなだれたままだ。

「それとなく伊い吹ぶき先せん輩ぱいに聞きいてみようよ！　卒そつ業ぎょう後ごは留りゅう学がくするんですか？って」

　今こん回かいも、この間あいだの『婚こん約やく』の話はなしみたいに、もしかしたら、カレンのかんちがいってこともある。

「カレンから聞きいたってわからないように聞きくには、どうしたらいいかな……」

　考かんがえこんでいると、崎さき山やまくんが顔かおを上あげた。

「ありがとう。さくらちゃんだってショックを受うけてるのに、俺おれのこと心しん配ぱいしてくれて。でもその必ひつ要ようはないよ」

「どうして？」

　崎さき山やまくんは、さみしそうにほほえんだ。

「ちょうどよかったんだ。俺おれも、もうタイムリミットだから」

「どういうこと？」

「……俺おれの父ちち親おやは日に本ほん舞ぶ踊ようの家いえ元もとで、母はは親おやも姉あねたちも日に本ほん舞ぶ踊よう家かなんだ。生うまれたときから、俺おれは将しょう来らい、家いえをつぐことが決きまってる。だから、本ほん来らいは、部ぶ活かつなんてできないんだ」

　びっくりして見み上あげると、少すこしの間あいだ、考かんがえこむように黙だまっていた崎さき山やまくんが、話はなし始はじめた。

「でも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのいる黒くろ羽ばね中ちゅうで、どうしてもサックスを続つづけたかったから。１年ねん生せいの間あいだだけ、吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいることを許きょ可かしてもらったんだ。２年ねん生せいになったら退たい部ぶして、サックスもやめて、日にち舞ぶの稽けい古こを本ほん格かく的てきにがんばるって約やく束そくで」

「えっ……」

　ふと、崎さき山やまくんのお家うちにおじゃましたときのことを思おもい出だした。

「日にち舞ぶが踊おどれるなんてかっこいい」って言いった私わたしに、崎さき山やまくんは、目めをそらして背せ中なかを向むけた。

　そして、「そんなことないよ」って、そっけなくつぶやいた。

　あのとき崎さき山やまくんの様よう子すが変へんだったのは、本ほん格かく的てきにお稽けい古こをがんばるために、もうすぐ退たい部ぶしなきゃいけないからだったんだ……。

　ショックで、崎さき山やまくんにかける言こと葉ばが見みつからないよ。
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「ごめん。突とつ然ぜんこんなこと言いって。このことは誰だれにも言いわないで。伊い吹ぶき先せん輩ぱいにも」

「うん……。約やく束そくするよ」

「月つき乃のにも言いってないんだ」

「柴しば田たさんにも？」

「俺おれの家いえの事じ情じょうは知しってるから、そんなに長ながくは部ぶ活かつを続つづけられないってことは気きづいてると思おもうけど、３月がつで退たい部ぶしなきゃいけないことは伝つたえてないんだ」

「そっか……」

　私わたしと崎さき山やまくんは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すきな同どう志し。

　お互たがいの前まえで、うじうじしたっていいよって、言いい合あった仲なかだ。

　だから、私わたしにだけ話はなしてくれたのかな。

　崎さき山やまくんに安あん心しんしてもらえるように、私わたしは大おおきくうなずいた。

「約やく束そくする。誰だれにも言いわないよ」

「ありがとう」

　崎さき山やまくんが退たい部ぶしてしまうなんて悲かなしいし、さみしい。

　でも、私わたしにはどうすることもできない。

　それがもどかしくて、つらいよ。

　この先さきもずっと、私わたしの毎まい日にちはなにも変かわらないと思おもってた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいとも、崎さき山やまくんとも、まだまだいっしょにいられるんだ、って。

　だけど、そうじゃないってわかって、悲かなしくてしかたがない。

　出で会あいがあれば、別わかれもある。

　物もの事ごとには終おわりがあって、ずっと同おなじままじゃいられない。

　良いい変へん化かもあれば、悲かなしい変へん化かもある。

　これから、そういうものをぜんぶ、乗のり越こえていかなくてはいけないのかな。

「ごめん。急きゅうにこんな話はなしをして」

　明あかるい声こえがふってきて、はっと我われに返かえる。

　見み上あげた崎さき山やまくんは、笑え顔がおだった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと演えん奏そうできるのも、さくらちゃんや月つき乃のたち、みんなと演えん奏そうできるのも、定てい期き演えん奏そう会かいが最さい後ごになると思おもう。俺おれは楽がっ器きをやめなくちゃいけないから……。せめて、残のこりの時じ間かんをせいいっぱい楽たのしむよ」

　悲かなしみを瞳ひとみの奥おくに閉とじこめて、決けつ意いするようにほほえむ崎さき山やまくんは、強つよくてかっこいい。

　崎さき山やまくんがそう決けつ意いしたのなら。

　それしか道みちがないのなら。

　さみしいけれど、決けつ断だんを応おう援えんしよう。

　私わたしにできることはそれしかない。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの留りゅう学がくも、同おなじだ……。

　先せん輩ぱいの決けつ断だんを応おう援えんするしか、私わたしにできることはないから。

「私わたしも。定てい期き演えん奏そう会かい、せいいっぱいがんばるよ」

　悲かなしみをのみこむように、ぎゅっとくちびるを結むすぶ。

　それから、崎さき山やまくんにせいいっぱいの笑え顔がおを向むけた。
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　初はつ詣もうでから２日か後ご。

　今日きょうは、今こ年とし最さい初しょの部ぶ活かつの日ひ。

　私わたしたち黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶは、バスにゆられていた。

　定てい期き演えん奏そう会かいの練れん習しゅうに集しゅう中ちゅうするために、２泊はく３日かの冬ふゆ合がっ宿しゅくに来きたんだ。

「うわ～～！　雪ゆきだ～～～!!　真まっ白しろ!!」

　黒くろ羽ばね中ちゅうを出しゅっ発ぱつしてから、もうすぐ２時じ間かん。

　部ぶ員いんたちはみんな、窓まどから見みえる雪ゆき景げ色しきに釘くぎづけだった。

「これだけ積つもってたら、雪ゆきだるまも作つくれそうだね」

「私わたし、かまくら作つくりた～い」

　さっこと加か代よちゃんは、テンション上あがりっぱなしだ。

　ふたりといっしょにいると、私わたしも自し然ぜんと元げん気きになれる。

　クリスマスイブからずっと、宙ちゅうぶらりんな気き持もちで、もやもやしているのも。

　崎さき山やまくんの退たい部ぶと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのアメリカ留りゅう学がくがとっても悲かなしいのも。

　さっこと加か代よちゃんといっしょに笑わらってるときだけは、忘わすれられるんだ。

「まもなく到とう着ちゃくしますので、降おりる準じゅん備びをしてください」

　バスのスピーカーから、アナウンスが聞きこえた。

　一いち番ばん前まえの席せきでマイクをにぎっているのは、新しん部ぶ長ちょう。

　その横よこでは、新しん役やく員いんの先せん輩ぱいたちが、真しん剣けんな表ひょう情じょうで予よ定てい表ひょうを眺ながめている。

　高たか田だ先せん輩ぱいが次つぎの部ぶ長ちょうに指し名めいしたのは、ユーフォニウムの新にっ田た先せん輩ぱい。

　正せい式しきに役やく員いんが交こう代たいするのは、定てい期き演えん奏そう会かいが終おわって、３年ねん生せいが引いん退たいするとき。

　今いまは、新にっ田た先せん輩ぱいが高たか田だ先せん輩ぱいの役やく目めを、少すこしずつ受うけついでいる。

　高たか田だ先せん輩ぱいは、バスの一いち番ばん後うしろの席せきに座すわって、新しん役やく員いんたちを見み守まもっていた。

「新しん部ぶ長ちょうと新しん役やく員いんか……。あと２ヶ月げつちょっとで本ほん当とうに引いん退たいしちゃうんだね、３年ねん生せいの先せん輩ぱいたち」

　高たか田だ先せん輩ぱいをちらりと見みて、さっこがさみしそうにつぶやいた。

　部ぶ長ちょうや役やく員いんの交こう代たい準じゅん備びが始はじまって、部ぶ活かつ内ないも、少すこしずつ変へん化かしてる。

　部ぶ員いんみんなが、なんとなくそれを感かんじているみたい。

　さっこの視し線せんを追おうと、高たか田だ先せん輩ぱいの横よこに座すわっている伊い吹ぶき先せん輩ぱいが見みえた。

　２日かぶりの先せん輩ぱいは、やっぱりかっこいい。

　だけど、春はるになったら、こんなふうに先せん輩ぱいを見みつめることすらできなくなってしまうんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、アメリカに行いっちゃうから……。

　胸むねが切せつなく痛いたんで、思おもわずうつむいた。

「そうだ！　初はつ詣もうで、行いけなくてごめんね」

　加か代よちゃんの元げん気きな声こえで我われに返かえって、すぐに顔かおを上あげる。

「ううん。加か代よちゃん、風か邪ぜ大たい変へんだったね。治なおってよかったよ」

「根こん性じょうで治なおしたよ～。合がっ宿しゅくに行いきたかったから」

「私わたしも、初はつ詣もうでに行いけなくてごめん。別べつの約やく束そくがあったんだ」

　さっこが顔かおの前まえで手てを合あわせると、加か代よちゃんがむふっと笑わらった。

「あれ～？　別べつの約やく束そくって、誰だれと～？」

「しー！　あとでちゃんと話はなすから！」

　あわてたさっこが、加か代よちゃんの言こと葉ばをさえぎる。

　そして、真まっ赤かになったほおを両りょう手てで包つつんで、小ちいさな声こえで言いった。

「ふたりに報ほう告こくしたいことが、たくさんあるんだ」

「まさか、さっこ……!?」

　そういえば、高たか田だ先せん輩ぱいの初はつ詣もうで欠けっ席せきの理り由ゆうも「先せん約やくがある」だった。

　なんだかドキドキしちゃうよ。

「夜よるは女じょ子し会かいだね。いろいろ話はなししよう」

　顔かおを見み合あわせて、ふふふって笑わらい合あう。

　さっこの報ほう告こく、とっても楽たのしみだな。

　私わたしも、クリスマスイブのことを、ふたりに打うち明あけよう。

　どんなにがんばっても、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことが好すきって気き持もちは消けせない。

　だけど、私わたしの告こく白はくを『聞きかなかったことにする』って言いわれてしまった以い上じょう、もう気き持もちを伝つたえることはできない。

　自じ分ぶんの「好すき」っていう気き持もちを大たい切せつにしたいけれど、先せん輩ぱいにとってそれが迷めい惑わくなら、このまま好すきでいていいのか、わからないんだ。

　そんな、宙ちゅうぶらりんで苦くるしい悩なやみもぜんぶ、ふたりに聞きいてもらおう。

　はぁ……と、小ちいさく息いきをついて、窓まどの外そとを見みる。

　窓まどガラスに映うつった加か代よちゃんも、なぜか、私わたしと同おなじ表ひょう情じょうをしていた。
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「ここ、学がっ校こうみた～～～い！」



　合がっ宿しゅく所じょの中なかをぐるりと見み回まわしたカレンが、大おおきな目めをもっと大おおきくして叫さけんだ。

　玄げん関かんは学がっ校こうの昇しょう降こう口ぐちにそっくりだし、『体たい育いく館かん』『音おん楽がく室しつ』『調ちょう理り室しつ』『保ほ健けん室しつ』と書かかれた案あん内ない板ばんもはってある。

　キョロキョロしている私わたしたちを見みて、通とおりかかった高たか田だ先せん輩ぱいがほほえんだ。

「そうなんだ。ここは、もともと学がっ校こうだったんだよ」

「廃はい校こうになった校こう舎しゃを、改かい装そうして宿しゅく泊はく施し設せつにしたんだ」

　となりにいた伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、足あしを止とめて教おしえてくれた。

　そして、近ちかくにいた崎さき山やまくんに声こえをかける。

「崎さき山やまは、ここで合がっ宿しゅくしたことがあるんだよな？」

　崎さき山やまくんが、にっこり笑わらってうなずいた。

「はい。小しょう６のとき、ここでスクールバンドの合がっ宿しゅくをしました」

　なつかしいなぁとつぶやく崎さき山やまくんは、なんだかさみしそうに見みえる。

　だけど、すぐにいつもの笑え顔がおに戻もどっていた。

「体たい育いく館かんや音おん楽がく室しつだった広ひろい場ば所しょが使つかえるから、吹すい奏そう楽がく部ぶに人にん気きの施し設せつなんだよ。それと、この廃はい校こうには怪かい談だんもあって……」


「怪かい談だん!?」



　ホラー好ずきな高たか田だ先せん輩ぱいが、目めを輝かがやかせて崎さき山やまくんの話はなしに食くいつく。

「崎さき山やまくん、その話はなしくわしく聞きかせてよ」

「ほっとけ、崎さき山やま。肝きも試だめしに連つれていかれるぞ」

「ええっ。ここの怪かい談だんは、ガチで怖こわいですよ。さすがに肝きも試だめしは無む理りです」

「そう言いわれるとますます聞ききたくなるなぁ」

　前まえのめりになっている高たか田だ先せん輩ぱいを見みて、さっこがくすくす笑わらっている。

　あきれ顔がおの伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、高たか田だ先せん輩ぱいを引ひきずっていこうとすると、新しん役やく員いんたちがやってきた。

「荷に物もつと楽がっ器きは体たい育いく館かんに運はこんでください！」

「運はこび終おわり次し第だい、合がっ奏そうを始はじめます！」

「「「はい！」」」

　新しん役やく員いんの指し示じに、すかさず大おおきな声こえで返へん事じをして、私わたしたちは歩あるき出だした。

「よし！　合がっ宿しゅくがんばろう！」

「「うん」」

　荷に物もつを持もつと、気き合あいを入いれて体たい育いく館かんに向むかった。




　体たい育いく館かんにイスと譜ふ面めん台だいをならべて、テキパキと楽がっ器きを用よう意いする。

　合がっ奏そうの準じゅん備びが整ととのうと、新しん部ぶ長ちょうの新にっ田た先せん輩ぱいが前まえに立たった。

「例れい年ねんに比くらべて、今こ年としは定てい期き演えん奏そう会かいの練れん習しゅう期き間かんが短みじかいです。それを補おぎなうための合がっ宿しゅくだということを忘わすれずに、集しゅう中ちゅうしてがんばりましょう！」

「「「はい!!」」」

　新しん部ぶ長ちょうが自じ分ぶんのイスに座すわると、北きた田だ先せん生せいが指し揮き台だいにあがった。

「『シング・シング・シング』を、最さい後ごまで通とおしで」

「「「はい！」」」

　冬ふゆ合がっ宿しゅく最さい初しょの合がっ奏そうは、今こ年としの定てい期き演えん奏そう会かいの目め玉だま曲きょくから始はじまった。

『シング・シング・シング』はジャズの名めい曲きょくで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのトランペットと、崎さき山やまくんのサックス、そしてパーカッションパートのパートリーダー、佐さ久く間ま先せん輩ぱいのドラムソロがある。

　ものすごくむずかしいソロなんだけど、伊い吹ぶき先せん輩ぱいも崎さき山やまくんも、いつも完かん璧ぺき。

　合がっ奏そう中ちゅうでも、思おもわず拍はく手しゅしたくなるほど、かっこいいの！

　だけど……。

「崎さき山やまくん、今日きょうはどうしちゃったんだろう」

「いつも完かん璧ぺきなのにね」

「体たい調ちょうでも悪わるいのかな」

　休きゅう憩けいに入はいると、崎さき山やまくんを心しん配ぱいする声こえがあちこちから聞きこえてきた。

　今日きょうの崎さき山やまくんのソロは、何なん度ども途と中ちゅうで止とまってしまったんだ。

「でも、すごくむずかしいソロだもんね」

「もしかしたら、楽がっ器きの調ちょう子しが悪わるいのかも」

「本ほん番ばんまで２ヶ月げつあるんだし、崎さき山やまくんなら大だい丈じょう夫ぶだよ！」

　そんな心しん配ぱいの声こえや、応おう援えんの声こえは、本ほん人にんには届とどいていないみたい。

　崎さき山やまくんは、めずらしく無む表ひょう情じょうで、じっと楽がく譜ふを見みつめている。

　初はつ詣もうでのときに、「せいいっぱい楽たのしむ」って言いっていた、あのときの崎さき山やまくんとは何なにかが違ちがう。

　気きのせいかと思おもったけれど、やっぱりおかしいよ。

　部ぶ活かつをやめなくちゃいけないことも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが留りゅう学がくしてしまうことも、やっぱり悲かなしくてつらくて……でもどうすることもできなくて、苦くるしんでいるのかもしれない。

　そんな崎さき山やまくんを、柴しば田たさんが遠とおくから心しん配ぱいそうに見みつめていた。
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　練れん習しゅうが終おわり、夜よるごはんを食たべて、お風ふ呂ろに入はいった。

　このあとは、自じ由ゆう時じ間かん。

　崎さき山やまくんが心しん配ぱいだったけれど、男だん子し部べ屋やのみんなでトランプを楽たのしんでるって内ない藤とうさんから聞きいて、安あん心しんした。

　私わたしは、さっこと加か代よちゃん、内ない藤とうさん、カレンと、電でん気きを消けして薄うす暗ぐらくした部へ屋やに集あつまっていた。

「私わたしたちが今いまいる、この学がっ校こうが廃はい校こうになって、合がっ宿しゅく所じょになるまでの間あいだにね、たくさんの人ひとが肝きも試だめしをしに来きたらしいの」

　静しずかな部へ屋やに、内ない藤とうさんの声こえが響ひびく。

「あるグループが、５人にんで肝きも試だめしをしていたんだけど、あちこち壊こわしたり、荒あらしたり、乱らん暴ぼうなことばっかりしてたんだって。でね、ろうかを歩あるいてて、ふと気きがつくと……５人にんいたはずなのに、ひとりいなくなってたらしいの。で、いくら探さがしてもその人ひとは見みつからなかった。今いまでもその人ひとは、廃はい校こうを荒あらした罪つみでここから出でられなくて、出で口ぐちを探さがしてろうかをさまよってるってウワサなんだ」

「ウワサって……誰だれか、見みた人ひとでもいるの？」

　こわごわ聞きいた私わたしに、内ない藤とうさんがうなずいた。

「ここに泊とまった、とある学がっ校こうの生せい徒とが、夜よ中なかにトイレに行いきたくなっちゃって、ろうかを歩あるいてたんだって。そしたら、うしろから、ヒタヒタって足あし音おとが聞きこえてきて、振ふり向むいたら……」

　ごくっと生なま唾つばをのみこんで、パジャマのすそをにぎりしめる。

「幽ゆう霊れいが、ここから出だしてくれぇぇぇぇって…………！！！！」





「「「ぎゃ─────────────！！！！」」」






　大おお声ごえをあげて、とっさに布ふ団とんをかぶる。

　加か代よちゃんとカレンも、ガタガタ震ふるえていた。

　この合がっ宿しゅく所じょにまつわる怪かい談だんを仕し入いれてきた内ない藤とうさんが話はなしてくれたのは、とびきり怖こわい話はなし。

　冬ふゆの怖こわい話はなしは、体からだの芯しんまで凍こごえそうだよ。

「オバケ、トッテモ、コワイヨ……」

　カレンなんて、怖こわすぎてカタコトになってる。

　さっこは怖こわい話はなしがへっちゃらみたいで、内ない藤とうさんといっしょに大おお笑わらいしている。

「あははっ。怖こわがりすぎだよ～みんな」

「だって～。内ない藤とうさん、怖こわい話はなしがとっても上じょう手ずなんだもん」

「どうしよう。私わたし、ひとりでトイレに行いけないかも」

　私わたしたちが寝ねるこの部へ屋やは、もともと教きょう室しつだったみたい。

　カベを仕し切きって、たたみを敷しいているけれど、窓まどやドアに教きょう室しつの面おも影かげがある。

　部へ屋やの外そとは、『学がっ校こうのろうか』そのものだ。

「ろうか、薄うす暗ぐらいよね」

「うん。トイレまでちょっと遠とおいしね」

「トイレに行いく途と中ちゅうで、オバケに追おいかけられたらどうしよう……」

　考かんがえただけで、ぞぞぞっと背せ筋すじが寒さむくなる。

　加か代よちゃんとカレンといっしょに震ふるえていると……。





　ドンドン!!






　突とつ然ぜん、部へ屋やのドアが、外そとから乱らん暴ぼうに叩たたかれた。


「！！！」



　はっとして、みんなが固かたまる。

「まさか、オバケ!?」

　カレンの悲ひ鳴めいのような声こえとともに、いきおいよくドアが開あけられた。





「誰だれがオバケよ！」

「この部へ屋や、うるさすぎ！　遊あそびに来きてるんじゃないんだよ」






　バタバタと入はいってきたのは、２年ねん生せいの新しん役やく員いんたち。

　みんな、目めをつり上あげて怒おこっている。

「「「「「すみませんでした……」」」」」

　私わたしとさっこと加か代よちゃん、それに内ない藤とうさんとカレンは、しゅんと小ちいさくなって頭あたまを下さげた。

「あと１時じ間かんで消しょう灯とう時じ間かんだから、必かならず守まもること！」

「明日あしたの合がっ奏そう、ちゃんと吹ふけなかったら、合がっ宿しゅくに来きた意い味みがないんだからね？」

「「「「「はい……」」」」」

　きびしい声こえで言いって、新しん役やく員いんの先せん輩ぱいたちが部へ屋やを出でていった。

　私わたしたちは顔かおを見み合あわせて、ふーっと息いきをついた。

「あ～怖こわかった！　オバケも怖こわいけど、センパイたちも怖こわいね」

　カレンがあっけらかんと言いうと、加か代よちゃんが続つづく。

「たしかに、新しん役やく員いんの先せん輩ぱいって、ちょっと怖こわいよね」

「わかる。きびしすぎて、部ぶの雰ふん囲い気きが悪わるくなってる感かんじするよね」

　内ない藤とうさんの言こと葉ばに、みんながうなずいた。

「体たい育いく祭さいのマーチングがうまくいって、コンクールの全ぜん国こく大たい会かいで念ねん願がんの金きん賞しょうをとって、学がっ校こう祭さいのダンプレも大だい成せい功こうで、次つぎはいよいよ最さい後ごの定てい期き演えん奏そう会かい！　……なのに、新しん役やく員いんになってからの合がっ奏そうって、今いままでの団だん結けつはどうしちゃったんだろうって思おもうようなときがあるよ。ぜんぜんまとまってないもん」

　さっこが言いったこと、私わたしもわかる気きがするんだ。

「３年ねん生せいが引いん退たいするときって、今いままで築きずいてきたものがくずれていくんじゃないかって、こんなにも不ふ安あんになるんだね」

「本ほん当とうに、その通とおりだよ……」

　加か代よちゃんも、同おなじ気き持もちだったみたい。

　みんな、変へん化かを感かんじて、違い和わ感かんや不ふ安あんを覚おぼえているんだな……。

「高たか田だ先せん輩ぱいとか、今いままでの役やく員いんとか、楓かえでとか……３年ねん生せいは偉い大だいなんだね」

　カレンがそう言いうと、加か代よちゃんがにやっと笑わらった。

「でも、来らい年ねんの今いまごろは、私わたしたちが後こう輩はいに『２年ねんのせいで雰ふん囲い気き悪わるい』って言いわれてるかも！」

「うわ！　怖こわい！　人ひとの振ふり見みて我わが振ふり直なおせってやつだ」

「反はん面めん教きょう師しとも言いうよ」

「うーん。私わたし、ちゃんと指し導どうできる先せん輩ぱいになれるかな。自じ信しんないよ」

「たしかに。そう考かんがえたら、新しん役やく員いんのこと悪わるく言いえないね」

　さっこと、カレン、私わたしに内ない藤とうさんが口くち々ぐちに言いって、うんうんとうなずきあった。

「あ！」

　ふいに、内ない藤とうさんが、ポケットからスマホを取とり出だした。

　メッセージアプリを開ひらくと、パッと表ひょう情じょうが明あかるくなる。

「となりの部へ屋やでこっそりトランプやってるみたい。みんなで行いかない？」

「わーい！　トランプ大だい好すき！　行いく～！」

　カレンは、一いっ瞬しゅんで復ふっ活かつしたらしい。やる気き満まん々まんだ。

「私わたしたち、もうちょっとここでゴロゴロしてるよ」

「わかった。じゃ、行いってくるね」

　さっこの言こと葉ばにうなずいた内ない藤とうさんとカレンは、となりの部へ屋やにでかけていった。

「内ない藤とうさんの怪かい談だん、怖こわかったね～」

「崎さき山やまくんが言いってた怪かい談だんといっしょかな」

「きっとそうだよ。あとで高たか田だ先せん輩ぱいに教おしえてあげよう」

　ふふっと笑わらっているさっこのお布ふ団とんに、加か代よちゃんと私わたしが集しゅう合ごうする。

「高たか田だ先せん輩ぱいといえば、さっこ、何なにか進しん展てんあったの!?」

　加か代よちゃんが聞きくと、さっこは、ぽっと顔かおを赤あからめた。

「じゃあ、そろそろ恋こいバナといきますか！」

「うん！　ひっそりやれば怒おこられないよね」

「消しょう灯とうまで、まだ時じ間かんあるしね」

　秘ひ密みつの恋こいバナ会かい、スタートだ。
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「で、さっこはイブの日ひ、高たか田だ先せん輩ぱいに、クリスマスプレゼントを渡わたせたの？」

　加か代よちゃんに聞きかれると、さっこは照てれ笑わらいをしながら、こくんとうなずいた。

「高たか田だ先せん輩ぱいに、『学がっ校こうの近ちかくの公こう園えんに来きてください』ってメッセージを送おくったんだ。『先せん輩ぱいが来きてくれるまで、ずっと待まっています』って。そしたら、猛もうダッシュで来きてくれたの」

「猛もうダッシュで!?」

「それって、さっこからの呼よび出だしが、うれしかったってことだよね？？」

「ううん。そうじゃないんだ。あの日ひ、雪ゆきが降ふってたでしょ？　風か邪ぜをひいたら大たい変へんだからって」

「そっか。高たか田だ先せん輩ぱい、優やさしいね」

「みんなに優やさしいんだよ。高たか田だ先せん輩ぱいは」

　さっこは苦く笑しょうしてるけれど、うれしそうだ。

　そういえば、私わたしがフルートを取とりに音おん楽がく室しつに戻もどったとき、中なかから飛とび出だしてきた高たか田だ先せん輩ぱいとぶつかりそうになった。

　やっぱり、あのとき高たか田だ先せん輩ぱいがあわてていたのは、さっこのところに行いくために急いそいでいたからなんだ。

　高たか田だ先せん輩ぱいがさっこに向むけた優やさしさに、私わたしもうれしくなるよ。

「高たか田だ先せん輩ぱい、クリスマスプレゼントを受うけ取とってくれたの。すごくうれしくて、もう一いち度ど告こく白はくしたんだ。『おつきあいしてください』って」

「先せん輩ぱい、なんて言いったの？」

「それが……。つきあえないって、はっきり言いわれちゃった」


「「えっ!?」」



　私わたしと加か代よちゃんのおどろきの声こえが重かさなる。

　目めをぱちくりする私わたしたちを見みて、さっこは、いたずらっぽい顔かおをした。

「思おもい切きって理り由ゆうを聞きいたら、『立たち場ば上じょう、引いん退たいするまでは、部ぶ活かつ内ない恋れん愛あい禁きん止しのオキテを破やぶるわけにいかないよ』って言いわれたの。でもそれって、私わたしは恋れん愛あい対たい象しょう外がいってはっきり言いわれたわけじゃないでしょ？　だから、作さく戦せん変へん更こうすることにしたんだ」

　フラれちゃったらしいけれど、さっこは落おちこんでいるようには見みえない。

　聞ききたいことだらけの私わたしと加か代よちゃんは、だまって耳みみをかたむけることにした。

「『じゃあ、先せん輩ぱいの提てい案あんどおり、お友ともだちからでいいです』『明日あしたのクリスマス、お友ともだちとしてランチ行いきましょう！』って、強ごう引いんにデートにさそったの。まあ、それもやんわり断ことわられちゃったんだけど」

　ペロっと舌したを出だして笑わらうさっこは、なんて強つよいんだろう。

「でも、高たか田だ先せん輩ぱいはホラー映えい画がが大だい好すきだって知しってたから、クリスマスに上じょう映えいスタートする、話わ題だいのホラー映えい画がにさそってみたの。そしたら、『それ観みたかったんだよね～』って、あっさりデートＯオーＫケーしてくれたんだ」

　すごい！　さっこの作さく戦せん勝がちだ！

「映えい画が、楽たのしかった？」

「うん！　今いままでホラーは興きょう味みなかったんだけど、観みてみたら面おも白しろくて！　ハマっちゃった」

　そういえば、前まえに３人にんで『理り想そうのデート』の話はなしをしたとき、さっこは『映えい画がを観みに行いきたい』って言いってたんだった。

「さっこ、理り想そうのデートが叶かなったね！」

「うん！　そのあとも、どんどんおさそいして、たくさん映えい画がを観みに行いったんだ。で、その流ながれで、３日かの初はつ詣もうでの約やく束そくもしたってわけ」

「そうだったんだ！」

「初はつ詣もうでの日ひのさっこの『先せん約やく』の相あい手ては、高たか田だ先せん輩ぱいだったんだね」

「ふたりで初はつ詣もうでなんて、すてきすぎるよ～」
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　さっこの恋こいバナはキラキラしていて、胸むねがいっぱいになるよ。

「まぁ、おつきあいしてるわけじゃないから、高たか田だ先せん輩ぱいからしたら、私わたしは『ホラー好ずき仲なか間ま』なんだろうけどね。でも『先せん輩ぱい・後こう輩はい』からは前ぜん進しんできたかな～って」

　うんうんって、私わたしたちがうなずくと、さっこはキランと目めを光ひからせた。

「新しん部ぶ長ちょうが決きまって、引ひきつぎも始はじまったから、高たか田だ先せん輩ぱいも少すこし肩かたの荷にが下おりたみたいなんだ。このまま高たか田だ先せん輩ぱいのとなりにい続つづけて、先せん輩ぱいが引いん退たいしたら、もう一いち度ど告こく白はくするつもりだよ」

　すごいな、さっこ。とっても強つよくて、まっすぐだ。

「で、加か代よちゃんはどうだったの？」

「えっ!?」

　さっこから話はなしをふられた加か代よちゃんは、声こえが裏うら返がえっちゃうくらい動どう揺ようした。

　でも、うーんと小ちいさくうなったあと、決けっ心しんしたように顔かおを上あげた。

「実じつは、クリスマスプレゼント、村むら中なか先せん輩ぱいに渡わたせなかったんだ」

　肩かたを落おとした加か代よちゃんは、すぐに言こと葉ばを続つづけた。

「佐さ久く間ま先せん輩ぱいのときみたいにフラれちゃったらどうしようって、急きゅうに怖こわくなっちゃって。声こえすらかけられなかったの」

　佐さ久く間ま先せん輩ぱいは、加か代よちゃんと同おなじパーカッションパートの３年ねん生せい。

　そして、加か代よちゃんが好すきだった人ひとだ。

　関かん東とう大たい会かいの帰かえりに告こく白はくしたら、「部ぶ外がいに彼かの女じょがいる」ってフラれちゃったんだ。

　加か代よちゃんは失しつ恋れんをのりこえて、村むら中なか先せん輩ぱいに恋こいをした。

「そっか……」

「そうだったんだね」

　そういえば、加か代よちゃんは、ここに来くるバスの中なかで、たまに暗くらい顔かおをしていた。

　まだ風か邪ぜが治なおりきってないのかなって思おもっていたけど、落おちこんでいたんだね。

　加か代よちゃんの気き持もちによりそいたくて、私わたしは優やさしく背せ中なかをなでた。

「怖こわくなっちゃうの、わかるな……」

　私わたしも、何なん度ども経けい験けんした。

　学がっ校こう祭さいの屋おく上じょうで告こく白はくしたときや、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの誕たん生じょう日びのとき、私わたしはフラれるのが怖こわくて逃にげてしまったから。

　でも、私わたしと加か代よちゃんは、違ちがう。

　加か代よちゃんの恋こいは、まだ終おわってないんだ。

　私わたしは、加か代よちゃんに明あかるい笑え顔がおを向むけた。

「加か代よちゃん、来らい月げつのバレンタインがあるよ！　まだまだチャンスはあるから大だい丈じょう夫ぶ！」

「そうだよ！　それに、それだけ村むら中なか先せん輩ぱいが好すきってことでしょ？　いい恋こいしてるよ！」

　さっこにもそう言いわれて、しゅんとしていた加か代よちゃんの目めが、輝かがやきだした。

「そうだよね！　バレンタインがあるよね！　それに、私わたし……」

　加か代よちゃんは、自じ分ぶんの気き持もちと向むき合あうように、言こと葉ばを区く切ぎる。

　そして、いつもの笑え顔がおで話はなし始はじめた。

「私わたし、本ほん気きの恋こいに目め覚ざめたのかも。今日きょうの合がっ奏そうで、佐さ久く間ま先せん輩ぱいの『シング・シング・シング』のドラムソロ、すっごくかっこいい！って思おもったんだ。でも、恋こいのドキドキとは違ちがったの。私わたし、あんなに好すきだった佐さ久く間ま先せん輩ぱいよりも、村むら中なか先せん輩ぱいが大だい好すきなんだって実じっ感かんしたよ。だから、バレンタインは、村むら中なか先せん輩ぱいにチョコを渡わたせるようにがんばる！」

　加か代よちゃんの決けつ意いに、さっこと私わたしも大おおきくうなずく。

「私わたしも、手て作づくりチョコを高たか田だ先せん輩ぱいに渡わたすつもりだよ！　ホラーなやつ！」

「あはは。それ、高たか田だ先せん輩ぱいよろこぶの？」

「絶ぜっ対たいよろこぶよ～」

　さっこと加か代よちゃんは、ケラケラ笑わらうと、ずいっと私わたしの顔かおをのぞきこんだ。

「それで、さくらは？　初はつ詣もうで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと行いけたんでしょ？　よかったね！」

「みんなで着き物ものを着きて行いったって崎さき山やまくんから聞きいたよ！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの着き物もの姿すがた、かっこよかったんじゃない？」

「……うん」

　ズキッと胸むねが痛いたんで、切せつなくなる。

「あのね、初はつ詣もうでの話はなしの前まえに……クリスマスイブのことから、聞きいてくれる？」

　この気き持もちをふたりに聞きいてもらいたくて、私わたしは話はなし始はじめた。

「クリスマスイブ、さっこと加か代よちゃんと別わかれたあと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの傘かさに入いれてもらって、駅えきまで送おくってもらえたんだ。風か邪ぜひいたら大たい変へんだからって」

「すごい！　それって、さくらのこと大たい切せつだからじゃない？」

　加か代よちゃんが、ずいっと前まえのめりになった。

「ううん。ただの、後こう輩はいに対たいする優やさしさってだけだと思おもう。私わたしが特とく別べつってわけじゃないよ」

「でも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはみんなに優やさしいわけじゃないよ？」

　さっこと加か代よちゃんが、キラキラした目めで私わたしを見みてる。

　でも、私わたしは伊い吹ぶき先せん輩ぱいの特とく別べつな人ひとじゃないって、言いわなくちゃ。

「ううん、違ちがうの。私わたしの告こく白はく、先せん輩ぱいに『ぜんぶ、聞きかなかったことにする』って言いわれちゃったんだ」

「「えっ!?」」

　おどろきの声こえをあげたふたりは、うん？と考かんがえこんだ。

「……それって、どういうこと？　フラれたわけじゃない気きがするけど」

「私わたしもそう思おもう。だって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいって、はっきり『ごめん』とか『つきあえない』って言いって断ことわるタイプでしょ？」

　さっこと加か代よちゃんの言こと葉ばに、私わたしは少すこしうつむいた。

「うん……でも、どういう意い味みなのか聞きけなかったし、私わたしは先せん輩ぱいとおつきあいしたいですってことも、伝つたえられなかったの」

「そっか。そうだったんだね……」

「さくら、がんばったね」

　ふたりは、優やさしく肩かたをポンポンってしてくれた。

　ふたつの手てのぬくもりが、心こころの中なかにまで流ながれこんでくるみたい。

　でも、どうしてだろう。

　うれしくて泣なきそうなのに、なぜか涙なみだが出でてこないんだ。

　自じ分ぶんの気き持もちがわからなすぎて、心こころがマヒしちゃってるのかな。

　もやもやしてるけど、今いまさら先せん輩ぱいに「どういう意い味みですか？」なんて、聞きけない。

　もしフラれたんだとしても、先せん輩ぱいのことを好すきでいたいって思おもっていたけど……。

　このまま好すきでいていいのかも、わからない。

　宙ちゅうぶらりんなこの状じょう況きょうから、抜ぬけ出だしたい気き持もちは、もちろんある。

　でも、私わたしはさっこみたいにあきらめないで、振ふり向むいてもらえるまでがんばることはできない。

　だって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは留りゅう学がくしちゃうから。

　先せん輩ぱいは、恋れん愛あいより、トランペットを大たい切せつにしたいってことなんだと思おもう。

　それなら、私わたしができることは、先せん輩ぱいの選せん択たくを応おう援えんすることだけだ。

　──私わたしはこれ以い上じょう、先せん輩ぱいに好すきって伝つたえることを、あきらめるべきなんだ。

　そう結けつ論ろんを出だした私わたしは、大おおきく息いきを吸すって、はぁーっとはき出だした。

「なんかスッキリしたよ。ふたりに話はなせてよかった。ありがとう」

　カレンと約やく束そくをしたから、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが留りゅう学がくしちゃうことは言いえないけれど。

　ふたりに聞きいてもらったおかげで、頭あたまと心こころのもやもやが晴はれた気きがするんだ。

「わかる。ひとりで考かんがえてたら、どんどん悪わるいほうに考かんがえてつらくなることってあるよね」

「うん。人ひとに話はなすと、ごちゃごちゃだった自じ分ぶんの気き持もちが整せい理りできたり、納なっ得とくできたりするよね。私わたし、いつも加か代よちゃんとさくらに聞きいてもらえて、助たすけられてるよ」

　加か代よちゃんとさっこも、同おなじなんだな。

　ふたりがいてくれて、本ほん当とうに良よかった。

　しぼんだ心こころに元げん気きが流ながれこんできて、気きがついたら、私わたしはぐっと顔かおをあげていた。

「いつまでも落おちこんでいたってどうしようもないもん。前まえを向むかなくちゃね」

　口くちに出だしてみたら、本ほん当とうにそうだなって思おもえた。

「そうだね……。どんなにじたばたしても、時じ間かんは過すぎていくもんね」

「先せん輩ぱいたちの引いん退たいは避さけられないしね」

　ふたりの言こと葉ばが、心こころのスイッチをカチッと押おす。

「先せん輩ぱいたちと過すごせるのは、あと２ヶ月げつだけ。最さい高こうにいい思おもい出でを作つくろうね！」

　加か代よちゃんも、大おおきくうなずく。

「うん。悩なやんでる時じ間かん、もったいないよね。自じ分ぶんのやるべきことをしっかりやって、いい思おもい出でつくることにする！」

「３年ねん生せいといっしょに演えん奏そうできるのは、定てい演えんが最さい後ごだもんね」

　さっこの明あかるい声こえに背せ中なかを押おされて、私わたしも加か代よちゃんも笑え顔がおになる。

　今いま、自じ分ぶんがすべきことは、目めの前まえのこと……定てい期き演えん奏そう会かいの練れん習しゅうを、せいいっぱいがんばること。

　世せ界かいに羽はばたいていく伊い吹ぶき先せん輩ぱいと演えん奏そうできるのは、これが本ほん当とうに本ほん当とうに最さい後ごだから。

　後こう悔かいしないように、最さい高こうの定てい期き演えん奏そう会かいにしようって決きめたんだ。







[image: ]

　消しょう灯とう時じ間かんちょっと前まえに、私わたしたちはおとなしくお布ふ団とんにはいった。

　つかれもあってか、私わたしはすぐに眠ねむりに落おちた。のに……。

　ふと、目めが覚さめてしまったんだ。

　おそるおそる薄うす目めをあけると、部へ屋やは真まっ暗くら。

「うわ……。夜よ中なかの２時じだ……」

　スマホの時と計けい、見みなければよかった。

　だって、これって『丑うし三みつ時どき』だよね。

　──草くさ木きも眠ねむる丑うし三みつ時どき。それは、オバケが出でる不ふ吉きつな時じ間かん。

　昔むかし、おばあちゃんがそう言いっていた気きがする。

「ど、どうしよう。怖こわい……」

　こんなときに限かぎって、トイレに行いきたくなっちゃったよ。

　誰だれかいっしょに行いってくれないかな。

　となりに寝ねているカレンが、ゴロンと寝ね返がえりを打うった。

「えへへ。楓かえで、今日きょうもかっこいいね。むにゃ」

　ああ……。寝ねちゃった。

　お腹なかを出だして寝ねているカレンに、そっと布ふ団とんをかけてあげる。

「さっこ……。加か代よちゃん？　内ない藤とうさ～ん……」

　ダメだ。みんなぐっすり寝ねてて、起おきる気け配はいがない。

　仕し方かたない。あきらめた私わたしは、ぎゅっとパジャマのすそをにぎりしめて、そーっとろうかに出でた。

　薄うす暗ぐらいろうかを、へっぴり腰ごしで歩あるく。




　──とある学がっ校こうの生せい徒とが、夜よ中なかにトイレに行いきたくなっちゃって、ろうかを歩あるいてたんだって。そしたら、うしろから、ヒタヒタって足あし音おとが聞きこえてきて……




　考かんがえたくないのに、内ない藤とうさんの怖こわい話はなしが頭あたまから消きえてくれない。

　忘わすれようと、私わたしはぶんぶん頭あたまを振ふった。

　よし。あそこの角かどを曲まがって、少すこし行いったら、トイレだ。

　そーっと角かどを曲まがったそのとき。

　目めの前まえに、にゅっと黒くろい影かげがあらわれた！


（────────────────────っっっ！！！！！）



　声こえにならない叫さけび声ごえをあげて、私わたしはしりもちをついてしまった。

　どうすることもできなくて、ぎゅっと目めをつぶっていると──。

「おい」

「!!」

　よく知しっている、低ひくめの声こえが黒くろい影かげから聞きこえた。

「先せん輩ぱい!?」

　すぐそこにいたのは、あきれ顔がおの伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった。

　Ｔシャツにカーディガンを羽は織おった伊い吹ぶき先せん輩ぱいもかっこよくて、いっきにほおが熱あつくなる。

「おどろかせて悪わるかった。こんな時じ間かんにどうした？　迷まい子ごか？」

「いえ、ちょっとあっちに用よう事じがあって……」

　私わたしは、あわてて立たち上あがる。

「足あし元もと暗くらいから、気きをつけて行いけよ」

　私わたしの行いき先さきを察さっしたのか、先せん輩ぱいはすぐに、背せを向むけて行いってしまった。

　ひとりになったとたん、恐きょう怖ふがよみがえってきて、あわてふためく。

　気きまずいとか、迷めい惑わくをかけちゃうとか、言いってられない。

「せ、先せん輩ぱい!!　待まってください！」

「ん？」

　先せん輩ぱいは、振ふり返かえって、私わたしのところへ戻もどってきてくれた。

「先せん輩ぱい……あの」

「どうした？」

　私わたしは、ものすごく小こ声ごえで言いった。

「……怖こわくてトイレに行いけません……！」

　キョトンとした先せん輩ぱいは、一いっ瞬しゅんの沈ちん黙もくのあと……。

「あはははっ」

　おもいっきり爆ばく笑しょうした。

「そ、そんなに笑わらわないでください！」

　うわ～！　とんでもなくはずかしいよ！

　ぼぼっと顔かお中じゅうが熱あつくなる。
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「腹ふっ筋きんいてぇ」

　お腹なかを抱かかえて笑わらっていた先せん輩ぱいは、意い地じ悪わるな顔かおで歩あるき出だした。

「連つれてってやるよ。ついて来こい」

　そう言いいながらも、スタスタ歩あるいていってしまう。

「待まってください～！」

　あわてて先せん輩ぱいを追おいかけると──……。

「……っ」

　先せん輩ぱいは眉まゆをひそめて、急きゅうに足あしを止とめた。

「え？　伊い吹ぶき先せん輩ぱい？　どうかしたんですか？」

「あれは……」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいはハッとした顔かおで、ろうかの先さきの暗くらがりを凝ぎょう視ししている。

　も、もしかして、今こん度どこそ本ほん当とうにオバケ……？

　ぞわっと背せ筋すじが冷つめたくなって、思おもわず先せん輩ぱいのカーディガンのすそをつかんだ。

「……なんてな。お前まえ、びびりすぎだろ」

　にやりと笑わらう先せん輩ぱいは、とっても楽たのしそう。

　やられた……！　まんまとだまされたよ!!

「先せん輩ぱい、ひどいです！」

　怖こわすぎて、涙なみだ目めになりながら口くちをとがらせると、ははっと笑わらった先せん輩ぱいが、私わたしの頭あたまにポンッと手てを置おいた。

　先せん輩ぱいの大おおきな手ては、とってもあたたかい。だけど……。

「あ……悪わるい」

　先せん輩ぱいはすぐに手てをよけた。

　これは、どういう意い味みの「悪わるい」なんだろう。

　怖こわがらせたこと？

　……それとも、優やさしくしたこと？

　どっちにしたって、切せつないよ。

「どうした？」

「いえ……」

　急きゅうにしゅんとしてしまった私わたしを、先せん輩ぱいが心しん配ぱいそうにのぞきこむ。

　初はつ詣もうでのときも、今日きょうも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは今いままでと変かわらない。

　意い地じ悪わるで、とっても優やさしい。

　これはきっと、私わたしに対たいする先せん輩ぱいの気きづかいなんだ。

　私わたしが傷きずつかないように、せいいっぱい、今いままで通どおりに接せっしてくれてるんだと思おもう。

『お前まえを、傷きずつけたくない』

　あのときの言こと葉ばには、先せん輩ぱいの優やさしさがいっぱい詰つまってるんだ。

「ほら、行いくぞ」

「あっ。待まってくださいってば」

　先さきを行いく先せん輩ぱいを、あわてて追おいかける。

　私わたし……先せん輩ぱいが、やっぱり、どうしようもなく好すき。

　だから、切せつない気き持もちを振ふり切きって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの『後こう輩はい』でいられる時じ間かんを大たい切せつにしよう。

　先せん輩ぱいのとなりを歩あるけるのも、いっしょに演えん奏そうできるのも、残のこり、たった２ヶ月げつしかないから。

『今いま』を、めいっぱい楽たのしんで、たくさん思おもい出でを作つくろう。

　そして、この消しょう化かできない想おもいもぜんぶ、演えん奏そうにこめようって決きめたんだ。

「あ」

　だけどすぐに、先せん輩ぱいは足あしを止とめた。

「もうひっかかりませんよ」

「いや、あそこ……」

　先せん輩ぱいの視し線せんの先さきには、窓まどからぼんやりとグラウンドを眺ながめている崎さき山やまくんがいた。

[image: ]

　月つき明あかりに照てらされた横よこ顔がおは、とっても悲かなしそうだ。

　崎さき山やまくん……眠ねむれないのかな。

　初はつ詣もうでのときに聞きいた崎さき山やまくんの心こころの中なかを思おもうと、胸むねがずきんと痛いたんだ。

「……先せん輩ぱい、ひとつ、お願ねがいしてもいいですか」

「なんだ」

「崎さき山やまくん、今日きょうの練れん習しゅうがうまくいかなかったこと、悩なやんでるかもしれません。崎さき山やまくんに、話はなしを聞きいてもらえますか」

　崎さき山やまくんの本ほん当とうの事じ情じょうは、誰だれにも言いえない。

　だから、私わたしはちょっと言こと葉ばを変かえて、先せん輩ぱいにお願ねがいしてみた。

　先せん輩ぱいは、何なにかを考かんがえるように、一いっ瞬しゅん、口くちをつぐんでから、言いった。

「……ああ。そのつもりだった。お前まえは、ひとりで大だい丈じょう夫ぶか？」

「はい。もう、すぐそこなので」

「わかった。足あし音おとがしても、後うしろは振ふり向むくなよ」

「もう！　怖こわくなるからやめてくださいよ」

　口くちをとがらせると、先せん輩ぱいは、ふっとやわらかく笑わらった。

「崎さき山やまんとこ、行いってくる」

「はい」

「おやすみ」

「……おやすみなさい」

　先せん輩ぱいと言いい合あう「おやすみ」のあいさつに、きゅんと胸むねがふるえる。

　先せん輩ぱいの背せ中なかを見み送おくって、私わたしはまた歩あるき出だした。

　大だい丈じょう夫ぶかな、崎さき山やまくん。心しん配ぱいだよ。

　明日あしたは、いつものキラキラスマイルで、かっこいいソロを響ひびかせてくれますように。

　心こころからそう願ねがって、雪ゆき明あかりに照てらされたろうかを歩あるきだした。
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　翌よく朝あさ、朝あさごはんをすませて、私わたしたちは体たい育いく館かんに向むかった。

　全ぜん員いんが集あつまると、新しん役やく員いんたちが前まえに出でてきて、ミーティングが始はじまる。

「おはようございます。これから楽がっ器きを組くみ立たてて、各かく自じ音おと出だしをしてください。その後ご、パート練れん習しゅうをしてから、昼ひる休きゅう憩けいまで合がっ奏そうをします。それでは合がっ宿しゅく２日か目めもがんばりましょう！」

「「「「はい」」」」

　部ぶ長ちょうが午ご前ぜん中ちゅうのスケジュールを伝つたえると、みんなの返へん事じが響ひびく。

　だけど、昨日きのうのような気き合あいのこもった声こえじゃない。

　違い和わ感かんを覚おぼえながら、楽がっ器きを準じゅん備びした。




「午ご前ぜん中ちゅうの合がっ奏そうを終おわります。昼ちゅう食しょく後ご、１時じ間かんの休きゅう憩けいをはさんで、また合がっ奏そうをします」

「「「「はい……」」」」

　朝あさのミーティングで覚おぼえた違い和わ感かんは、気きのせいじゃなかった。

　昨日きのうの夜よる、新しん役やく員いんの先せん輩ぱいたちに怒おこられたのは、私わたしたちだけじゃなかったらしい。

「声こえが大おおきかったのは反はん省せいしてるけど、あんな言いい方かたしなくてもいいのに」

「ほんとそれ。言いい方かたってあるよね」

「前まえの役やく員いんとか、３年ねん生せいの先せん輩ぱいは、あんな怒おこり方かたしないよね」

　頭あたまごなしに怒おこられた１年ねん生せいたちは、不ふ満まんの声こえをもらしている。

「新しん役やく員いんとしてちゃんとしようって、がんばってるのはわかるけど、空から回まわってるっていうか……」

　１年ねん生せいだけではなくて、役やく員いんじゃない２年ねん生せいからも、そんな声こえが聞きこえてきた。

　部ぶ員いんたちみんなが、ざわざわしているみたい。

　それに、今日きょうも崎さき山やまくんは元げん気きがなくって、ずっとうわのそらだ。

「崎さき山やまくん、どうしちゃったんだろう。今日きょうもソロでミスしてたよね」

「もし、このまま崎さき山やまくんが吹ふけないままだったら、あのむずかしいソロ、誰だれが吹ふくんだろう」

「あれを吹ふけるの、伊い吹ぶき先せん輩ぱいくらいだと思おもう。でも、もう先せん輩ぱいに頼たよっちゃいけないよね……」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいが引いん退たいしちゃったら、部ぶ活かつも演えん奏そうも、どうなっちゃうんだろう……」

　そんな部ぶ員いんたちの声こえが、あちらこちらから聞きこえてきた。

　今いままで部ぶを引ひっ張ぱってくれた３年ねん生せいが引いん退たいしてしまうこと。

　みんなをまとめる力ちからがある、高たか田だ先せん輩ぱいや伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいなくなってしまうこと。

　そして、新しん部ぶ長ちょうや新しん役やく員いんへの不ふ満まん。

　さらに、ソロを任まかされている崎さき山やまくんの不ふ調ちょう。

　それが重かさなって、せっかくの合がっ宿しゅくがよくない方ほう向こうに向むかっていた。

　そんなざわざわした空くう気きを、３年ねん生せいも感かんじているはずなのに、高たか田だ先せん輩ぱいも伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、北きた田だ先せん生せいも、なにも言いわない。

　きっと、１、２年ねん生せいたちで解かい決けつしなくてはいけないってことなんだろう。

　でも、みんなはまだ知しらない。

　４月がつには、もう崎さき山やまくんは部ぶ活かつにいないこと。

　そして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、高こう等とう部ぶにも日に本ほんにもいないことを……。

　１年ねん生せいと２年ねん生せいの心こころがまとまらないまま春はるを迎むかえたら、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶはどうなってしまうんだろう。

　今いままで積つみ上あげてきたものが、すべて壊こわれてしまいそうで怖こわいよ。

「本ほん番ばんまでに、ちゃんと合がっ奏そうできるようになるのかな」

　聞きこえてきた誰だれかの言こと葉ばが、耳みみに残のこって消きえなかった。




「詩し音おん、どうしたのかしら」

　お昼ひるごはんを食たべに食しょく堂どうへ行いくとちゅう、柴しば田たさんが心しん配ぱいそうにつぶやいた。

　崎さき山やまくんは、柴しば田たさんにも何なにも言いっていないみたい。

　ひとりで抱かかえこんでいるんじゃないかって、心しん配ぱいになる。

「崎さき山やまくん、昨日きのうよりも調ちょう子し悪わるそうだったよね」

「ええ」

　昨日きのうの夜よる、ひとりで外そとを眺ながめていた崎さき山やまくんに、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは話はなしを聞ききに行いったはずだ。

　だから、今日きょうは元げん気きになってるかなって思おもっていた。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、崎さき山やまくんの元げん気きを取とり戻もどすことはできなかったのかな。

　そうなら、私わたしにできることなんて、きっと何なにもないよ……。

　そう考かんがえていると、柴しば田たさんは足あしを止とめて、私わたしをまっすぐ見みつめた。

「詩し音おんは、私わたしに言いえないこともたくさんあると思おもうの。だから、吉よし川かわさんが聞きいてあげてくれないかしら」

「柴しば田たさん……」

『よろしくね』と言いうようにほほえんで、柴しば田たさんは食しょく堂どうへ向むかう。

　柴しば田たさんに背せ中なかを押おされた私わたしは、ひとりで、もう一いち度ど考かんがえてみる。

　ふと、崎さき山やまくんが私わたしに言いってくれた言こと葉ばを思おもい出だした。


『俺おれたちはライバルだけど、同おなじ人ひとを好すきになった仲なか間までもあるから。俺おれの前まえではうじうじしたっていいんだよ』



　あのとき、すごくうれしかったし、勇ゆう気きを出だすきっかけをもらえたんだ。

　やっぱり、崎さき山やまくんが私わたしにしてくれたように、私わたしも、崎さき山やまくんのために何なにかしたい！

「よし」

　私わたしはスマホを取とり出だして、崎さき山やまくんにメッセージを送おくった。
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　昼ひる休やすみに入はいると、私わたしは『家か庭てい科か室しつ』と書かかれた部へ屋やに向むかった。

　さっき、メッセージで崎さき山やまくんをここに呼よび出だしたんだ。

「さくらちゃん、どうしたの？」

　崎さき山やまくんは、すぐに来きてくれた。

　笑え顔がおだけど、やっぱりいつものキラキラスマイルじゃない。

　向むかい合あってイスに座すわると、私わたしは話はなしを切きり出だした。

「崎さき山やまくん、私わたしでよければ聞きかせて」

「え？」

「私わたし、崎さき山やまくんのつらい気き持もち、解かい決けつすることはできないけれど、聞きくことはできるよ。人ひとに話はなすことで、自じ分ぶんの中なかで整せい理りできたり、なにかに気きづいたり、そういうことってあると思おもうんだ。だから……」

　昨日きのうの夜よる、私わたしも、自じ分ぶんでもどうしていいかわからない、ぐちゃぐちゃな気き持もちだった。

　でも、それをさっこと加か代よちゃんに話はなすうちに、少すこしずつ心こころが整せい理りされていったから。

「崎さき山やまくんが誰だれにも言いえない気き持もち、パンクしちゃう前まえに、私わたしにはき出だしてほしいよ」

　何なん度ども崎さき山やまくんに助たすけてもらったから、次つぎは私わたしの番ばんだ。

　思おもいをこめて、崎さき山やまくんに伝つたえる。

「私わたしたちはライバルだけど、同おなじ人ひとを好すきになった仲なか間までもあるんだよ。私わたしの前まえでは、うじうじしたっていいんだよ」

　前まえに、崎さき山やまくんに言いわれて救すくわれた言こと葉ばを、そのまま返かえす。

　崎さき山やまくんは、はっとした顔かおで私わたしを見みつめた。

「ありがとう。さくらちゃん」

　そして、さみしそうに笑わらった。

「心しん配ぱいかけてごめんね。ソロもちゃんと吹ふけなくて、みんなにも迷めい惑わくかけてるよね」

「ううん。心しん配ぱいはしてるけど、迷めい惑わくなんかじゃないよ」

「吹ふけない理り由ゆうは、わかってるんだ。伊い吹ぶき先せん輩ぱいと演えん奏そうできるのは、定てい期き演えん奏そう会かいで最さい後ごだって思おもったら……。気き持もちがあふれすぎちゃって」

　崎さき山やまくんは、自じ分ぶんの気き持もちと向むき合あうように、少すこしの間あいだ口くちをつぐんだ。

　それから、ゆっくりと言こと葉ばを続つづける。

「定てい期き演えん奏そう会かいが終おわったら、俺おれはサックスを手て放ばなさなくてはいけない。二に度どと、吹ふくことはゆるされないんだ。自じ分ぶんに与あたえられた、芸げい事ごとに集しゅう中ちゅうしなくちゃいけないから。サックスをやめたくないって思おもってるのに、どうにもできなくて。いつの間まにか、吹ふけなくなってた」

　崎さき山やまくんは、困こまったように視し線せんをさまよわせた。

「でも、大だい丈じょう夫ぶ。本ほん番ばんまでには、ちゃんと気き持もちを切きりかえるから。俺おれも、黒くろ羽ばね中ちゅうの『思おもい出で』、ちゃんとつくらなきゃ」

「えっ」

　ざわっと心こころがさわいだ。

　その言いい方かたを、少すこし前まえに聞きいたことがある。

　初はつ詣もうでの日ひ、カレンがアメリカに帰かえることを教おしえてもらったときに言いっていた言こと葉ばだ。

「黒くろ羽ばね中ちゅうの『思おもい出で』って……。どうして？　もしかして、崎さき山やまくん」

　それ以い上じょうは、怖こわくて口くちに出だせなかった。

　崎さき山やまくんは、私わたしがのみこんだ言こと葉ばを察さっしたみたい。

　こくっと小ちいさくうなずいた。

「うん。３月がついっぱいで転てん校こうすることになった」

「そんな……」

　信しんじられなくて、言こと葉ばに詰つまる。

「もともと、姉あねたちと同おなじ名めい門もん中ちゅう学がっ校こうに行いかなきゃいけなかったんだよ。でも、親おやの反はん対たいを押おし切きって黒くろ羽ばね中ちゅうに入にゅう学がくしたんだ」

「知しらなかった……」

「月つき乃のも知しらないと思おもう。転てん校こうすることを親父おやじから言いわれたのも、合がっ宿しゅくの前まえの日ひだったし」

　崎さき山やまくんは、ははっ、とかわいた笑わらい声ごえを出だした。

　それから、優やさしいまなざしで、ゆっくりと言こと葉ばを続つづける。

「部ぶ活かつ内ない発はっ表ぴょう会かいがきっかけで、俺おれがいなくても、月つき乃のが演えん奏そうできるようになって、なんだかさびしいけど……やっぱりうれしいんだ。月つき乃のはこれから、ひとりでもずっと大だい好すきなピアノを弾ひくことができるから」

「崎さき山やまくん……」

「俺おれはいなくなるけど、さくらちゃん、これからも月つき乃のをよろしくね」

「……っ」

　崎さき山やまくんの想おもいが、あたたかくて、でもとっても切せつなくて。

　涙なみだがこみあげてくるのを、必ひっ死しにこらえた。

「崎さき山やまくんが、部ぶ活かつだけじゃなくて学がっ校こうからもいなくなっちゃうなんて、そんなのいやだよ……」

　思おもわず言いってしまったあと、ハッと我われに返かえって、すぐに頭あたまを下さげた。

「ごめん。一いち番ばんつらいのは崎さき山やまくんなのに。事じ情じょうも知しらずに勝かっ手てなこと言いって、本ほん当とうにごめん」

「ううん。ありがとう」

　やわらかな笑え顔がおを向むけて、崎さき山やまくんは続つづけた。

「俺おれは長ちょう男なんだから、生うまれたときから人じん生せいを決きめられてた。親父おやじの跡あとをつぐってね。でも、親おやが敷しいたレールの上うえしか歩あるけないなんて、つまんなくてさ。小しょう３くらいから稽けい古こをサボッてサックスばっかり吹ふいてた。月つき乃のの伯お母ばさんがサックス奏そう者しゃで、楽がっ器きを貸かしてくれたんだ。親おやはカンカンに怒おこってたけどね」

　そういえば……。

　部ぶ活かつ内ない発はっ表ぴょう会かいの練れん習しゅうのために、柴しば田たさんの家いえにいったときに、聞きいたことがある。

　崎さき山やまくんが、いつも柴しば田たさんの家いえで楽がっ器きの練れん習しゅうをしてるって。

『詩し音おんは自じ分ぶんの家いえでは練れん習しゅうしないのよ』

　あの言こと葉ばの意い味みが、今いまわかった。

　崎さき山やまくんは、家いえで練れん習しゅうしないんじゃない。家いえでは練れん習しゅうができないんだ……。

「サックスは楽たのしかったけど、本ほん気きってわけじゃなかった。親おやへの反はん抗こうっていうか、当あてつけだったから。俺おれは俺おれの人じん生せいを生いきたいんだ！っていう、意い思し表ひょう示じだったんだ」

「……」

　崎さき山やまくんのはき出だす言こと葉ばを、ひとつひとつ、受うけ止とめる。

「小しょう４のときに、初はじめてスクールバンドのコンクール選せん抜ばつメンバーになった。同どう級きゅう生せいたちはうらやましがってたけど、俺おれは別べつにうれしくもなんともなくて。そこそこ強きょう豪ごう校こうだったから、その年としも、次つぎの年としも、順じゅん調ちょうに全ぜん国こく大たい会かいに行いって、金きん賞しょうをとって……。俺おれ、表ひょう面めん上じょうはよろこんでたけど、本ほん当とうはぜんぜんうれしくなかった。『こんなもんか、吹すい奏そう楽がくって』って。イヤなヤツだよね。今いまとなってははずかしいけど、すごくやさぐれてた。……俺おれの黒くろ歴れき史し」

　崎さき山やまくんは照てれ笑わらいを浮うかべて遠とおくを見みた。

　コンクールも、部ぶ活かつ内ない発はっ表ぴょう会かいも、私わたしが知しっている崎さき山やまくんは、いつも本ほん気きだ。

　楽がっ器き経けい験けん者しゃで、とっても上じょう手ずで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのように、人ひとをひきつける演えん奏そうができる崎さき山やまくん。

　いつもむずかしい曲きょくを吹ふいてるけれど、その裏うらにはたくさんの努ど力りょくがあるはずだ。

「崎さき山やまくんが変かわったきっかけって、なんだったの？」

　私わたしに視し線せんを向むけた崎さき山やまくんは、いつものキラキラな笑え顔がおだった。

「……俺おれが小しょう６のときに、コンクールで出で会あったんだ。中ちゅう２だった伊い吹ぶき先せん輩ぱいに」

「……!!」

　突とつ然ぜん登とう場じょうしたその名な前まえに、おどろいて目めを丸まるくしちゃった。

「県けん大たい会かいで、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうを聞きいたんだ。県けん大たい会かい止どまりの演えん奏そうだなって思おもいながら聞きき流ながしてた。でも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのトランペットが鳴なった瞬しゅん間かん、ぶわって鳥とり肌はだが立たって、初はじめて、音おん楽がくで心こころが震ふるえたんだ」
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　私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの音おとに心こころが震ふるえたり、救すくわれたり、がんばろうって思おもったりしてる。

　崎さき山やまくんも同おなじだったんだ。

　やっぱり、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはすごい。

「そのときはじめて、もっと上じょう手ずになりたいって思おもった。伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに吹ふきたくて、認みとめてもらいたくて、夢む中ちゅうで練れん習しゅうがんばったよ。夢む中ちゅうになれるものが、ようやく見みつかったんだ」

「夢む中ちゅう、か……」

　私わたしも、今いまはフルートに夢む中ちゅうになってる。

　でもそれって、決けっしてあたりまえじゃない。

　ふと、入にゅう学がくしたばかりのころ……黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいる前まえの自じ分ぶんを思おもい出だした。

　行いきたかった中ちゅう学がっ校こうに落おちて、人じん生せい終おわったって思おもっていたあのころ。

　心こころがからっぽで、夢む中ちゅうになれるものなんて、なにひとつないと思おもっていたんだ。

「夢む中ちゅうになれるものがあることも、夢む中ちゅうになってるってことも、実じつはすごいことだよね」

　思おもわず口くちからこぼれ出でた言こと葉ばに、崎さき山やまくんは瞳ひとみを輝かがやかせた。

「うん。夢む中ちゅうってすごいよね。周まわりの景け色しきが、ガラッと変かわった」

　そうだ。私わたしも、そうだった。

　部ぶ活かつに出で会あって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに出で会あって、部ぶ活かつも恋こいも夢む中ちゅうになって、目もく標ひょうができて。

　どんよりしていた景け色しきが、いつの間まにかキラキラ輝かがやいていたんだ。

　わかるよ。私わたしもそうだったよって気き持もちをこめて、大おおきくうなずいた。

「それから、なんとか親おやを説せっ得とくして、進しん路ろを変へん更こうしたんだ。姉あねたちも俺おれの味み方かたをしてくれて、黒くろ羽ばね中ちゅうに来こられたってわけ」

「さすがの行こう動どう力りょくだね」

「あはは。そうだね。ステージで演えん奏そうしてる伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みて、生いきる気き力りょくとか、夢む中ちゅうになるってことを知しって、行こう動どうしないではいられなかった。我われながら、衝しょう動どう的てきだったなって思おもうけど、本ほん当とうによかったって思おもってる。先せん輩ぱいにあこがれて、ここまで追おいかけてきて、結けっ果か的てきにいっしょに演えん奏そうできてるんだから」

　崎さき山やまくんの顔かおには、いつもの輝かがやきが戻もどりつつある。

　心こころに、消きえかけていた火ひが灯ともったみたいに。

　それだけ、崎さき山やまくんにとって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいもサックスも、大だい事じなんだって伝つたわってくる。

『ハイトーンやばいね』

　部ぶ活かつ見けん学がくの日ひ、初はじめて会あった崎さき山やまくんは、大人おとなっぽくほほえんでいたけれど、伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みつめる目めは、キラキラに輝かがやいていた。

『俺おれが知しってる伊い吹ぶきさんは、こんなじゃなかった』

『なんで、吹すい奏そう楽がく部ぶなんかに……』

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいにあこがれてサッカーを始はじめた南なん海かい中ちゅうの加か賀が谷やくんが、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがサッカーをやめて吹すい奏そう楽がくをやってるって知しって、そう言いった。

　あのとき、崎さき山やまくんは、見みたことがないくらい怒おこっていた。

『伊い吹ぶき先せん輩ぱいにあやまってくれる？』

　そう言いって、するどい目めつきで加か賀が谷やくんをにらんでいた。

　心こころをこめた演えん奏そうを、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにほめてもらえたってよろこんでいた崎さき山やまくん。

『今日きょうの伊い吹ぶき先せん輩ぱい、かっこよかった……！』

　秘ひ密みつの恋こいバナ仲なか間まの私わたしに、こっそり打うち明あけてくれた『伊い吹ぶき先せん輩ぱいトーク』。

　全ぜん国こく大たい会かいの会かい場じょうで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと写しゃ真しんを撮とってもらったときの、とってもうれしそうな崎さき山やまくんの笑え顔がお……。

　今いままでのいろんな場ば面めんが、次つぎ々つぎと頭あたまの中なかをかけめぐって、つながっていく。

　そうか。そうだったんだ。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、ずっと前まえから崎さき山やまくんのヒーローで、心こころの支ささえだったんだ。

　いろんな想おもいをひとりで抱かかえながら、先せん輩ぱいを追おいかけて。

　そして、崎さき山やまくんは、夢む中ちゅうでサックスを吹ふいていたんだ……。

「私わたしたち、本ほん当とうに同どう志しだね」

　そうつぶやいたら、涙なみだがにじんできた。

　だって、崎さき山やまくんの気き持もちが痛いたいくらいにわかる。

　私わたしも、同おなじだから。伊い吹ぶき先せん輩ぱいにたくさん支ささえられて、ここまできた。

　先せん輩ぱいは、私わたしにとってもヒーローなんだ。

「うん」

　うなずいた崎さき山やまくんの目めにも、涙なみだが光ひかっている。

「だけど、もう時じ間かん切ぎれ。部ぶ活かつも楽がっ器きもやめて、転てん校こうしなきゃ」

「……そんな」

　変かえられない現げん実じつに、ぎゅっと心こころが痛いたむ。

　涙なみだをぬぐう私わたしに、崎さき山やまくんはハンカチを差さし出だして、太たい陽ようのような笑え顔がおを見みせてくれた。

「でも、悔くいはないよ。伊い吹ぶき先せん輩ぱいとコンクールの舞ぶ台たいに立たてて、全ぜん国こく大たい会かいで金きん賞しょうもとれて、夢ゆめが叶かなったし。定てい期き演えん奏そう会かいで先せん輩ぱいと同おなじ曲きょくでソロを吹ふけるしね。それに、先せん輩ぱいは長ちょう期き留りゅう学がくしちゃうから……がんばる意い味みもなくなっちゃうからね」

　崎さき山やまくんの中なかでは、もう気き持もちの整せい理りがついているんだろうか。

　自じ分ぶんの運うん命めいを受うけ入いれて、せっかく見みつけた『夢む中ちゅうになれること』を手て放ばなすの？

　それでいいの？　それしか道みちはないの？

　でも、それは、私わたしが言いっていいことじゃない。

　口くちに出だしたら崎さき山やまくんを傷きずつけてしまいそうで、ぐっと口くちを結むすんだ。

「そっか……」

　なにが正せい解かいかわからなくて、それしか言いえなかった。

「うん。俺おれ、黒くろ羽ばね中ちゅうに来きたのも、吹すい奏そう楽がく部ぶに入はいったのも、目もく的てきはたったひとつで。伊い吹ぶき先せん輩ぱいしか見みえてなかった。でも、いつの間まにか、居い場ば所しょができて、仲なか間まができてた。だから……」

　ふいに、言こと葉ばが止とまった。

　笑え顔がおが、困こまったような、とまどうような顔かおに変かわる。

「ごめん。本ほん当とうは、さくらちゃんや月つき乃のと……黒くろ羽ばね中ちゅうのみんなと、まだ吹ふけたらいいのにって思おもってる。本ほん当とうは、どこまでも伊い吹ぶき先せん輩ぱいを追おいかけたい。先せん輩ぱいを追おいかけて留りゅう学がくするのだって、できるものなら、そうしたいよ」

「うん……うん」

　崎さき山やまくんの気き持もちが、むき出だしの感かん情じょうと表ひょう情じょうから、痛いたいくらいに伝つたわってくる。

　まるごと受うけ止とめるように、私わたしは何なん度どもうなずいた。

　自じ分ぶんの気き持もちだけじゃどうしようもできないことって、ある。

　家いえで決きめられたことなら、なおさら。

　そこに私わたしは立たち入いることができないし、なにもできないことが悔くやしいよ。

「この思おもいもぜんぶ、先せん輩ぱいにぶつけることができればいいのに」

　私わたしも、痛いたいほどわかっている。『伝つたえる』って、すごくむずかしいことだ。

　こんな弱よわ気きな崎さき山やまくんを見みるのは、初はじめてだった。

「伝つたえられなかった思おもいって、どうなるんだろう」

　ぽつりとつぶやくと、崎さき山やまくんは小ちいさく首くびをかしげた。

「さくらちゃんは、伝つたえられなかったの？」

「うん。……先せん輩ぱいに、つきあってほしいって伝つたえられなかったんだ。誕たん生じょう日びも、クリスマスも、たくさんチャンスがあったのに。結けっ局きょく、言いえないままになっちゃった」

「えっ……」

「後こう悔かいだけが残のこってるよ。私わたしは、『思おもい出で』にもできそうにない。往おう生じょう際ぎわが悪わるくて、自じ分ぶんがいやになっちゃう」

　モヤモヤをけちらすように切せつない思おもいをはき出だすと、崎さき山やまくんは自じ分ぶんのことのように悲かなしい顔かおをした。

「そっか。そうだったんだ」

「うん」

　お互たがいの切せつなさに共きょう感かんして、私わたしたちは少すこしの間あいだ、口くちをつぐんだ。

　なんだか不ふ思し議ぎ。

　つらさも、切せつなさも、ふがいなさも。どうしたらいいかわからない気き持もちも。

　まるで、崎さき山やまくんと半はん分ぶんこしているみたい。

　なにも解かい決けつしてないけど、出で口ぐちのない部へ屋やからは抜ぬけ出だせたような気きがした。

「ありがとう、さくらちゃん」

　おだやかな声こえが響ひびいて、私わたしは顔かおを上あげた。

「俺おれ、さくらちゃんにだから、こんなことをはき出だせた。でもこんな俺おれ、らしくないよね」

「崎さき山やまくん……」

　ニッと笑わらって、崎さき山やまくんは立たち上あがった。





「決きめた。俺おれ、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに伝つたえるよ！」
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「伊い吹ぶき先せん輩ぱいに想おもいを伝つたえる」って決きめた崎さき山やまくんは、少すこし元げん気きになったみたい。

　午ご後ごの合がっ奏そうでは、止とまることなくソロを吹ふいた。

　いつもの、余よ裕ゆうたっぷりキラキラオーラは戻もどってないけれど、笑え顔がおも多おおい。

　ほっと胸むねをなでおろしながら、楽がっ器きを片かたづけた。




　合がっ宿しゅく２日か目めの今日きょうは、食しょく事じを部ぶ員いんたちが作つくることになっている。

　１年ねん生せいから３年ねん生せいがごちゃまぜのグループで、３食しょくそれぞれの当とう番ばんが振ふりわけられていた。

　私わたしは、夜よるごはんの担たん当とうなんだ。

　調ちょう理り室しつでカレーライスとサラダ、たまごスープを作つくってるんだけど……。

　室しつ内ないは、ちょっとしたさわぎになっていた。


「ちょっと見みて[image: ]　すごい包ほう丁ちょうさばき[image: ]」

「わっ。かっこいい～～～」



　みんなの視し線せんの先さきには、エプロン姿すがたの伊い吹ぶき先せん輩ぱい！

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、お料りょう理りもできるみたい。

　ジャガイモとニンジンの皮かわを手て早ばやく包ほう丁ちょうでむいて、トントンとリズミカルに切きっていく。

　まな板いたの上うえの野や菜さいは、あっという間まに一ひと口くちサイズになった。

「先せん輩ぱい、このくらいの大おおきさでいいですか？」

「ああ。そっちのニンジンも切きっといて」

「はい！」

　となりには、エプロン姿すがたの崎さき山やまくん。とっても楽たのしそう。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの向むかいには、包ほう丁ちょうをにぎる高たか田だ先せん輩ぱいもいる。

「ねぇ伊い吹ぶき。玉たまねぎって、こんなかんじで切きればいいの？」

「はぁ!?　玉たまねぎの皮かわ、むきすぎだろ！　てか、なんだよ、その包ほう丁ちょうのにぎり方かた！」

「へ？」

「定てい期き演えん奏そう会かい前まえに指ゆびケガしたら大たい変へんだろ。あっちで米こめでも研といでろ」

「そうかい？　じゃ、そうしようかな」

　高たか田だ先せん輩ぱいは、少すこし不ぶ器き用ようみたい。
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　そんなやりとりにみんなが笑え顔がおになって、調ちょう理り室しつがなごんだ。

「はぁ……かっこいい。イケメンたちのお料りょう理り姿すがた、ほんとかっこいい。目めが幸しあわせすぎる……」

　内ない藤とうさんは、レタスをちぎりながら、ずーーっと３人にんを見みている。

「ちょっと～。内ない藤とうさん、レタスちぎりすぎだよ～あははっ」

「あっ。ああっ！　す、すみません！」

　粉こな々ごなになってしまったレタスを見みて、高たか橋はし先せん輩ぱいが爆ばく笑しょうした。

　内ない藤とうさんも私わたしも、つられて笑わらっちゃった。

　お昼ひる休やすみに、崎さき山やまくんと切せつない思おもいをわかちあってから、心こころから笑わらえるようになった。

　私わたしも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいや崎さき山やまくんといっしょにいられる『今いま』を大たい切せつにしようって思おもってる。

　切せつなさよりも、悲かなしさよりも、楽たのしいことを感かんじられるようになったんだ。

　料りょう理りをしている伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みていたら、ふと先せん輩ぱいの言こと葉ばがよみがえってきた。

『落おちこんだっていい。自じ分ぶんの気き持もちにじっくり向むき合あって、それから前まえを向むけばいいんだ』

　そうか。そうだよね。

　告こく白はくしたことを先せん輩ぱいに『聞きかなかったことにする』って言いわれて、落おちこむのはあたりまえだ。

　落おちこむのは、「そのくらい大だい好すき」って証しょう拠こだから。

　落おちこむ自じ分ぶんも、先せん輩ぱいにきゅんとしちゃう自じ分ぶんも、否ひ定ていするのはやめよう。

　──切せつなくて、つらくて、悲かなしい。

　そんな自じ分ぶんの気き持もちにじっくり向むき合あって、それから前まえを向むけばいいんだ。

　それに気きづいた今いま、さらに伊い吹ぶき先せん輩ぱいがキラキラ輝かがやいて見みえる。

　だけど、もう胸むねは痛いたまなかった。

　ブロッコリーをゆでながら、ちらりと伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みる。

　となりにいる崎さき山やまくんと目めがあって、ほほえみ合あった。

（伊い吹ぶき先せん輩ぱい、最さい高こうにかっこいいね）

　パチンとウインクした崎さき山やまくんは、そう言いってる気きがした。

（うん。かっこいい！）

　小ちいさくうなずいて、私わたしもそう伝つたえる。

　ゆっくり、前まえを向むこう。

　心こころの中なかで、崎さき山やまくんと自じ分ぶんに語かたりかけた。
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「伊い吹ぶきくんと崎さき山やまくん、カレーのルーを煮にこむの、お願ねがいしてもいい？」

「ああ」

「任まかせてください」

　ふたりにカレー鍋なべをお任まかせして、私わたしたちは食しょく堂どうの準じゅん備びをすることになった。

　調ちょう理り室しつを出でて、みんなでぞろぞろと食しょく堂どうに向むかう。

「吉よし川かわさん、ちょっといい？」

　後うしろから声こえをかけられて振ふり向むくと、そこにいたのは高たか田だ先せん輩ぱいだった。

「どうしましたか？」

「聞ききたいことがあって。今いま、ちょっと話はなせるかな」

「？　はい」

　私わたしに聞ききたいことって、なんだろう。

　先せん輩ぱいは、調ちょう理り室しつのとなりの、食しょっ器きやお鍋なべを片かたづける部へ屋やに入はいっていった。

「ごめん。急きゅうに呼よび止とめて」

「いいえ」

　高たか田だ先せん輩ぱいは、なんだか言いい出だしづらそうにしている。

　もしかして……さっこのことを聞ききたいのかな？

　ドキドキしながら待まっていると、ついに、高たか田だ先せん輩ぱいが口くちを開ひらいた。

「ええっと。あの……。カレシ、調ちょう子し悪わるいみたいだけど、なにかあった？」

「へ!?」

　質しつ問もんの意い味みがわからなくて、目めがテンになる。

「午ご後ごの合がっ奏そうはだいぶ良よくなったけど。でも、まだいつもとは様よう子すが違ちがうと思おもうんだ。僕ぼくにできることがあれば、崎さき山やまくんの力ちからになりたくて」

「崎さき山やまくん、ですか？」

「うん。カノジョの吉よし川かわさんなら、何なにか知しってるかなと思おもって」

「……ええっ!?」

　そうか！　高たか田だ先せん輩ぱいは、私わたしと崎さき山やまくんがつきあってるって、かんちがいしたままだったんだ。

　コンクールの全ぜん国こく大たい会かいが終おわった後あと、学がっ校こう近ちかくの公こう園えんで、崎さき山やまくんと仲なか直なおりの握あく手しゅをしたところを、高たか田だ先せん輩ぱいにも見みられてたんだった。

「あのっ。私わたし、本ほん当とうに崎さき山やまくんとはつきあってないんです」

「へ!?　そうなの？」

「そうなんです」

「ええええ～。そうだったんだ！　なんだかごめん、僕ぼくはてっきり……」

　そのときだった。

「崎さき山やま、昨日きのうは眠ねむれたか？」

　調ちょう理り室しつとつながってるドアから、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの声こえが聞きこえてきた。

「はい。ばっちり眠ねむれました。ご心しん配ぱいおかけしてすみません」

「いや……。お前まえさ、なにか悩なやんでるのか？」

「…………」

　ドアのガラス窓まどごしに、口くちごもる崎さき山やまくんが見みえた。

　もしかしたら崎さき山やまくんは、今いま、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに想おもいを伝つたえようとしているのかもしれない。

　どうしよう。これ以い上じょうは、聞きいちゃダメだ。

「高たか田だ先せん輩ぱい、ろうかに出でましょう」

　小こ声ごえで伝つたえると、先せん輩ぱいは困こまった顔かおで、くちびるの前まえに人ひと差さし指ゆびをおいた。

「今いまの僕ぼくにできることはこれだけだから……。申もうしわけないけど、このままつきあってくれる？」

　ひそひそ声ごえでそう告つげられて、困こまってしまう。

　たしかに、今いま、出でて行いったら、話はなしを聞きいてしまったことがバレバレだ。

　そうこうしているうちに、崎さき山やまくんは、決けっ心しんしたように伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みつめた。

「俺おれ……。定てい期き演えん奏そう会かいが終おわったら、退たい部ぶして、転てん校こうします」

「え……」

　先せん輩ぱいは、ものすごくおどろいているみたい。

「部ぶ活かつをやるのは１年ねんだけって、親おやと約やく束そくしてるんです」

「楽がっ器きもやめなくちゃいけないのか？」

「はい。これからは、家いえをつぐための稽けい古こがあるので」

「そうか」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、それだけ言いうと口くちを閉とざした。

　崎さき山やまくんの言こと葉ばを、ただ受うけ止とめているみたい。

　沈ちん黙もくが続つづく中なか、目めをふせていた崎さき山やまくんが、顔かおを上あげた。

　泣なき出だしてしまいそうな、笑え顔がおだった。

「俺おれ……ずっと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいにあこがれていました」

　崎さき山やまくんのまっすぐな言こと葉ばが、静しずかな調ちょう理り室しつに響ひびく。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱいと同おなじ舞ぶ台たいに立たちたくて、いっしょに演えん奏そうしたくて、ここに来きたんです。夢ゆめが叶かなってめちゃくちゃうれしいです。でも、もう……」

「……」

　崎さき山やまくんは、ふるえるくちびるで続つづけた。

「これからもずっと、先せん輩ぱいを応おう援えんしてます！　どうか、俺おれの分ぶんも音おん楽がくを楽たのしんでください」

　崎さき山やまくんの、せいいっぱいの笑え顔がおが切せつなくて、胸むねが痛いたむ。

　じわじわと目めの奥おくが熱あつくなって、視し界かいがぼやけていった。

「崎さき山やま」

　優やさしくて静しずかな声こえで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは聞きいた。

「お前まえは、本ほん当とうはどうしたい？」

　崎さき山やまくんが、わずかに目めをふせる。

「サックスも、家か業ぎょうも、大だい事じです」

　そして、困こまったようにまゆを寄よせる。

「……どっちもあきらめたくないし、どっちも犠ぎ牲せいにしたくないです。どっちかひとつなんて、本ほん当とうは選えらべないです」

「どっちかひとつしか選えらんじゃいけないなんて、誰だれが決きめたんだ」

「え……」

　崎さき山やまくんの目めが、大おおきく開ひらかれる。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、やわらかくほほえんだ。

「お前まえなら、どっちもできるんじゃないか？」

「でも……」

「楽がっ器きの練れん習しゅうと部ぶ活かつも、家いえの稽けい古こも、お前まえが本ほん気きになれば、両りょう方ほう選えらぶこともできるんじゃないか」

「……」

「お前まえにしかできないことも、きっとあると思おもう。家いえを守まもりつつ、やりたいことと組くみ合あわせて、新あらたなものを生うみ出だすこともできるだろう。可か能のう性せいは、無む限げん大だいだぞ」

「……っ」

　崎さき山やまくんの瞳ひとみがゆれた。

　カレー鍋なべをかき混まぜながら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが静しずかに語かたる。

「クラシックが誕たん生じょうしたヨーロッパは、ジャズも熱あついんだ。しかも、クラシックを学まなんだ音おん楽がく家かが奏かなでるジャズの音ね色いろは、本ほん場ばアメリカのジャズとは、また違ちがった良よさがある」

「……伝でん統とうを知しっているから、新あたらしい表ひょう現げんができるんですね……」

「ああ」

　崎さき山やまくんの目めが、いっきに輝かがやきだした。

「そうですね……日にち舞ぶとサックスを組くみ合あわせた舞ぶ台たいも、いつかはアリかも！」

「おもしろいな、それ。観みてみたい」

　ふっと笑わらった伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、崎さき山やまくんはキラキラした瞳ひとみを向むけた。

「俺おれ、決きめました！　サックスも、家か業ぎょうの日にち舞ぶもがんばります！　絶ぜっ対たいにサックスをやめたくないです。だから、親おやに楽がっ器きを続つづけることを認みとめてもらえるぐらい、稽けい古こをがんばります。退たい部ぶも転てん校こうも、回かい避ひできるように」

「ああ」

「たった今いま、夢ゆめができました。先せん輩ぱいと、いつかいっしょにジャズを演えん奏そうしたいです！」

「その日ひのために、俺おれも腕うでを上あげとく」

　笑え顔がおのふたりを見みて、私わたしと高たか田だ先せん輩ぱいはホッと息いきをついた。

「崎さき山やまくん、もう大だい丈じょう夫ぶそうだね」

「はい」

「それにしても、崎さき山やまくんって、伊い吹ぶきのこと、すごく尊そん敬けいしてるんだね」

「はい……そうなんです」

　崎さき山やまくんにとって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはつまらなかった人じん生せいを変かえてくれた人ひとだ。

　その人ひとに、今いまも崎さき山やまくんは、人じん生せいを明あかるくしてもらってる。

「伊い吹ぶきはその場ばしのぎのなぐさめとか、はげましなんてしない人ひとだから。伊い吹ぶきも崎さき山やまくんの実じつ力りょくを認みとめてるってことだし、目めをかけてるんだろうね」

　たしかに、そうかも。

　崎さき山やまくんが聞きいたら、きっとよろこぶだろうな。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、崎さき山やまくんの努ど力りょくをちゃんと見みてくれてるんだなって思おもったら、胸むねがいっぱいで、じーんとした。

　カチッと音おとがして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがコンロの火ひを止とめる。

「よし、完かん成せいだ。カレー鍋なべ、食しょく堂どうに持もっていくぞ」

「はい！　すっごくおいしそうです！」

　崎さき山やまくんは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに鍋なべを持もって、調ちょう理り室しつを出でていった。

　ふたりの背せ中なかをそっと見み送おくると、高たか田だ先せん輩ぱいはやさしい笑えみを浮うかべて言いった。

「つきあわせちゃってごめんね。じゃあ、僕ぼくたちも食しょく堂どうに行いこうか」

「はい」

　私わたしも笑え顔がおでうなずいて、高たか田だ先せん輩ぱいといっしょに食しょく堂どうへと足あしを向むけた。
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　一いち夜や明あけて、ついに合がっ宿しゅく最さい終しゅう日び。

　崎さき山やまくんは、晴はれ晴ばれとした顔かおで体たい育いく館かんにあらわれた。

　王おう子じ様さまのような、キラキラ笑え顔がおが戻もどっていたんだ。

「崎さき山やまくん、今日きょう、すっごく調ちょう子しいいね！」

「うん。かっこいい！」

　崎さき山やまくんの最さい高こうのソロに、みんなの拍はく手しゅがわき起おこる。

　部ぶ員いんたちの表ひょう情じょうも、昨日きのうよりずっと明あかるい。

　よかった。これをきっかけに、ギスギスしてしまった部ぶ活かつ内ないが元もとに戻もどるといいな。




　休きゅう憩けい中ちゅう、水みずを飲のみに行いくと、崎さき山やまくんと柴しば田たさんが話はなしているところだった。

「もう大だい丈じょう夫ぶなのね、詩し音おん」

　柴しば田たさんがささやくと、崎さき山やまくんは一いっ瞬しゅんキョトンとして。

「うん」

　とびきりの笑え顔がおで、うなずいた。

「そう。よかったわ」

「もしかして月つき乃の、俺おれのこと心しん配ぱいしてたの？」

「してないわよ」

　ツンと言いい返かえした柴しば田たさんに、崎さき山やまくんはふーんと言いって笑わらう。
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「詩し音おんは、自じ分ぶんで自じ分ぶんの道みちを選えらべる人ひとだから。心しん配ぱいなんてしないわ」

　柴しば田たさんがさらりと言いうと、崎さき山やまくんは、目めをみひらいた。

「え？　今いま、俺おれのことほめた？　ねぇ、ほめたよね？」

「ほめてないわよ。おめでたい人ひとね」

「もー。すなおじゃないなぁ。月つき乃のは」

　わいわい言いい合あうふたりを遠とお目めで見みながら、ふふっと小ちいさく笑わらう。

　よかった。柴しば田たさんも、すごく心しん配ぱいしてたもんね。

　ぽかぽかした、あたたかい気き持もちが胸むねに広ひろがる。

　ふたりをそっとしておきたくて、別べつの水みず場ばに向むかって歩あるいていると……。

「あれ？」

　見みたことのない制せい服ふくを着きた生せい徒とたちが、楽がっ器きを運はこんでいるのが見みえた。

「他た校こうの吹すい奏そう楽がく部ぶが、合がっ宿しゅくしに来きたみたいだね」

　後うしろから来きた内ない藤とうさんが、そう教おしえてくれた。

「この時じ期きに合がっ宿しゅくするの、黒くろ羽ばね中ちゅうくらいかと思おもってたけど、ほかにもいるんだね」

「たしかに。どこで練れん習しゅうするんだろう。体たい育いく館かんって、ひとつしかないよね？」

「うーん。私わたしたちが帰かえるまで、パート練れん習しゅうとかするんじゃないかな。教きょう室しつはたくさんあるから」

「同おなじ吹すい奏そう楽がくをがんばる仲なか間まだから、お友ともだちになれたらいいね」

「そうだね」

　なんて話はなしていたんだけど。

「あの、もしかして、黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの方かたですか？」

「「え？」」

　突とつ然ぜん話はなしかけられて、内ない藤とうさんといっしょに振ふり向むく。

　到とう着ちゃくしたばかりの他た校こうの吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんが、数すう人にん、こっちを見みていた。

「はい、そうです」

　内ない藤とうさんが答こたえると、わっと歓かん声せいがあがる。

「伊い吹ぶきさんもいらっしゃってますか?!」

「え？　あ、はい。伊い吹ぶき先せん輩ぱいも来きてますけど……」

「そうなんですね!!」

「私わたしたち、やなぎ中ちゅう学がっ校こう吹すい奏そう楽がく部ぶです。よろしくお願ねがいします！」

「「よろしくお願ねがいします」」

　あいさつできちゃった。仲なかよくなれたらいいな。

　でも、やなぎ中ちゅうの女じょ子し部ぶ員いんたちは、すぐにバタバタ走はしって行いっちゃった。

「伊い吹ぶきさんがいるって！」

「どこで練れん習しゅうしてるの!?」

「体たい育いく館かんみたい！　泊とまってるのは東ひがし館かんっぽいよ」

「伊い吹ぶきさんに会あいたい～！」

　遠とおくから、そんな声こえが聞きこえてきて、内ない藤とうさんと顔かおを見み合あわせる。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい人にん気き、すごいね」

「うん……」

「大たい変へんなことにならなきゃいいけど」

　内ない藤とうさんの言こと葉ばにうなずきながら、体たい育いく館かんに戻もどったんだけど……。

　イヤな予よ感かんは、的てき中ちゅうしてしまった。

　合がっ奏そうが始はじまると、やなぎ中ちゅうの女じょ子したちが、体たい育いく館かんへこっそり伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みに来きちゃったんだ。

「きゃっ。伊い吹ぶきさんと目めが合あっちゃった」

「写しゃ真しんよりかっこいい～！」

「トランペット、上う手ますぎる！」

　合がっ奏そうの合あい間まに、はしゃぐ声こえが聞きこえてくる。

　新にっ田た先せん輩ぱいたち役やく員いんが、次し第だいにピリピリしはじめた。

　無ぶ事じに合がっ宿しゅくが終おわりますようにって、不ふ安あんがつのっていた休きゅう憩けい中ちゅうのこと……。

「黒くろ羽ばね中ちゅうって、コンクールの全ぜん国こく大たい会かいで金きん賞しょうとったよね？」

「そうだけど、ぜんぜんたいしたことないね」

「上じょう手ずなのは伊い吹ぶきさんだけじゃん。伊い吹ぶきさんがいなくなったら、地ち区く予よ選せん止どまりなんじゃない？」

　やなぎ中ちゅうの人ひとたちが、そんなことをひそひそ話はなしている声こえが、体たい育いく館かんに響ひびいた。

「聞きき捨ずてならないな……」

　新しん部ぶ長ちょうがつぶやく。

　その瞳ひとみには、闘とう志しが燃もえていた。

　そんな部ぶ長ちょうを見みて、私わたしたちの心こころにも火ひが灯ともる。

「私わたしたちの演えん奏そう、こんなんじゃないよね」

「うん。もっと深ふかくて厚あつみのある音おとが出だせるよ」

　黒くろ羽ばね中ちゅうのみんなの気き持もちが、ひとつにまとまりつつある。

　すると、新しん部ぶ長ちょうの新にっ田た先せん輩ぱいが立たち上あがった。

「１、２年ねん生せいは集しゅう合ごうしてください」

　１、２年ねん生せい40人にんが、ざっと立たち上あがって、部ぶ長ちょうを中ちゅう心しんに小ちいさな円えんになった。

「これは、俺おれたちの試し練れんなんだと思おもう。このままじゃ、３年ねん生せいは安あん心しんして引いん退たいできない」

　部ぶ長ちょうが、やなぎ中ちゅうの人ひとたちに聞きこえないよう、声こえをひそめて話はなしはじめる。

　私わたしたちは、新にっ田た部ぶ長ちょうの言こと葉ばに、真しん剣けんに耳みみをかたむけた。

「みんなが３年ねん生せいの引いん退たいを不ふ安あんに思おもうのは、あたりまえだ。俺おれは、高たか田だ先せん輩ぱいにはとうてい及およばない。だからこそ、みんなの力ちからが必ひつ要ようなんだ。いっしょに自じ分ぶんたちの音おとを作つくっていこう」

「「「「はい！！！！」」」」

　１、２年ねん生せいの気き合あいの入はいった声こえが体たい育いく館かんに響ひびいた。

「そうだよね。がんばるのは新しん役やく員いんだけじゃない。部ぶ員いんみんなでがんばらなきゃ！」

　３年ねん生せいといっしょに引いん退たいしてしまう、２年ねん生せいの高たか橋はし先せん輩ぱいの言こと葉ばに、みんなが大おおきくうなずいた。

「俺おれたちなら、絶ぜっ対たいにできる。３年ねん生せいから学まなんだことを忘わすれずに、新あたらしい道みちを進すすんでいこう」

「「「「はい！！！！」」」」

　ちょっぴり暑あつ苦くるしいと感かんじていた新しん部ぶ長ちょうが、今いまは心こころ強づよく思おもえる。

「３年ねん生せいと演えん奏そうできるのは、定てい期き演えん奏そう会かいが最さい後ご。３年ねん生せいと楽たのしんで演えん奏そうできるように……そして、３年ねん生せいに安あん心しんしてもらえるように、一いっ致ち団だん結けつしよう！」

「「「「はい！！！！」」」」

　とびきり怖こわい副ふく部ぶ長ちょうのまなざしが、今いまはとっても優やさしく思おもえる。

　そうだ。いつまでも、全ぜん国こく大たい会かいで金きん賞しょうをとったメンバーでは演えん奏そうできない。

　どんなにいやでも、定てい期き演えん奏そう会かいが終おわったら３年ねん生せいは引いん退たいしてしまうんだ。

　そのあとは、私わたしたちが黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶを作つくっていかなくてはいけない。

　春はるに出で会あう、新しん１年ねん生せいとともに。

　みんな変へん化かが怖こわくて、不ふ安あんで、自じ信しんがなかったんだ。

　私わたしもそう。伊い吹ぶき先せん輩ぱいがいない春はるがやってくるなんて、考かんがえたくなかった。

　だけど、一いっ歩ぽふみ出ださなくちゃいけない。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいと演えん奏そうできる、本ほん当とうに最さい後ごのステージをがんばろう！

「午ご前ぜん中ちゅうの合がっ奏そう、一いち音おん一いち音おんを大たい切せつに吹ふこう」





「「「「はい！！！」」」」






　笑え顔がおを交かわして、１、２年ねん生せいが自じ分ぶんたちのイスに戻もどっていく。

　私わたしたちの心こころは、ひとつになっている。

　そんな私わたしたちを、高たか田だ先せん輩ぱいや伊い吹ぶき先せん輩ぱいが、そして３年ねん生せいの先せん輩ぱいたちみんなが、優やさしいまなざしで見みつめていた。
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　その後ごの合がっ奏そうは、とっても楽たのしくて充じゅう実じつしていた。

　北きた田だ先せん生せいがおどろくほど、演えん奏そうもよくなっていったんだ。

「わ……。やっぱ上じょう手ずじゃん」

「さすが全ぜん国こくで金きんをとっただけあるね」

　やなぎ中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの人ひとたちの声こえが聞きこえてきて、ほこらしい気き持もちになった。

　でもすぐに、また伊い吹ぶき先せん輩ぱいにきゃーきゃー言いうから、まじめに練れん習しゅうしたい私わたしたちは、意い地じになって練れん習しゅうに集しゅう中ちゅうした。




　お昼ひるごはんを食たべたあと、私わたしとさっこと加か代よちゃんは、外そとに飛とび出だした。

　午ご後ごの合がっ奏そうが終おわったら、合がっ宿しゅくはおしまい。

　せっかくだから、最さい後ごのお昼ひる休やすみは外そとで雪ゆき遊あそびしよう！って、合がっ宿しゅく所じょの裏うらにある山やまにきたんだ。

「やなぎ中ちゅうの人ひとたち、すごかったね」

「ほんと！　伊い吹ぶき先せん輩ぱい、あきれてたわ」

「新にっ田た先せん輩ぱいたちが怒おこるのも無む理りないよね。あのさわぎようは」

　あのあと、やなぎ中ちゅうの顧こ問もんの先せん生せいが駆かけつけてくれて、注ちゅう意いをしてくれた。

　それからは、練れん習しゅうをのぞきに来くる人ひとはいなくなったんだ。

　一いち時じはどうなるかと思おもったけど、なんとか無ぶ事じに合がっ宿しゅくを終おえることができそうでよかったな。

「雪ゆきうさぎ、で～きた」

　加か代よちゃんのはずんだ声こえに振ふり向むくと、雪ゆきで作つくったうさぎが、ちょこんと置おかれていた。

「かわいい～！」

「雪ゆきだるま作つくりたいけど、手て袋ぶくろなしじゃキツいよね」

「たしかに。でも、男だん子しはかまくら作つくってたよ」

「素す手でで!?」

「ううん。あっちにはスコップがあるみたい。初しょ日にちからずっと作つくってるんだって」

「へぇ～。スコップ借かりてこようか」

「いいね～！　行いこう！」

　３人にんならんで、真まっ白しろな雪ゆきの上うえに足あし跡あとをつけながら歩あるいた。

　男だん子したちが遊あそんでいたあたりにきたけれど、誰だれもいない。

「あれ？　かまくらづくり、もうやめちゃったのかな」

「合がっ宿しゅく所じょに戻もどったのかも」

「うちらも戻もどろうか」

「うん。空そらが暗くらくなってきた気きがする」

　空そらを見みると、すぐそばまで、黒くろくて重おもい雲くもが近ちかづいていた。

　合がっ宿しゅく所じょに向むかって、急いそぎ足あしで歩あるき出だしたそのとき。

「こんにちは～！」

　やなぎ中ちゅうの女じょ子し部ぶ員いんが５人にん、道みちをふさいでいた。

「こんにちは……」

　あいさつを返かえすと、背せの高たかい女じょ子しが、一歩ぽ、私わたしたちに近ちかづいた。

「黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの人ひとですよね？」

「はい」

「お願ねがいがあるんです！」

　ニコニコしている５人にんがちょっと怖こわくて、私わたしたちはさりげなく顔かおを見み合あわせた。

「そんなに、むずかしいことじゃないから安あん心しんして」

「ちょっとだけ、伊い吹ぶきさんに会あわせてもらいたいんだ」

「えっ」

　おどろいていると、５人にんはじりじりと近ちかづいてきた。

「ごめんなさい。それはちょっとむずかしいです」

　さっこが小ちいさく頭あたまを下さげる。

「そこをなんとか、お願ねがい！　呼よんでもらうだけでいいから」

「こっそり伊い吹ぶきさんに会あわせてよ～」

「伊い吹ぶきさんの写しゃ真しんがほしいんだけど、金きん髪ぱつの子こがジャマしてぜんぜん撮とれないんだ」

　金きん髪ぱつの子こって……カレンだ。

　さすがカレン。盗とう撮さつから伊い吹ぶき先せん輩ぱいを守まもってくれてるんだ。

　でも、盗とう撮さつしようとするなんて、ひどいよ。

　勇ゆう気きをふりしぼって、口くちを開ひらく。

「あの、伊い吹ぶき先せん輩ぱいを撮とるの、やめてもらえませんか？」

「は？」

　急きゅうに、やなぎ中ちゅうの人ひとたちの顔かおが険けわしくなった。

「なんであんたに言いわれなきゃいけないのよ。彼かの女じょでもないくせに」

「……」

　たしかに、私わたしは彼かの女じょじゃない。でも……。

　いっしょに写しゃ真しん撮とってくださいって頼たのんでも、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはだいたい断ことわってる。

　それなのに、こっそり撮とられるなんて、もっともっとイヤにきまってる！

　さっこがきっぱりと言いった。

「私わたし、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと同おなじパートだから知しってるんですけど、先せん輩ぱいはいつも盗とう撮さつに迷めい惑わくしてます。ていうか、盗とう撮さつされてイヤじゃない人ひとなんていないと思おもいますけど」

「自じ分ぶんが盗とう撮さつされたら、どんな気き持もちですか？」

　加か代よちゃんも、声こえを上あげてくれる。

　すると、やなぎ中ちゅうの女じょ子したちが、ムッとした顔かおでじりじりと近ちかづいてきた。

「じゃあ、伊い吹ぶきさんを連つれてきてよ。ちゃんと、いっしょに写しゃ真しん撮とってくださいって頼たのむから」

「すみません。無む理りです」

「じゃあ、連れん絡らく先さきを教おしえてよ。メッセージアプリのＩアイＤディーがいいな」

「先せん輩ぱいの連れん絡らく先さきは知しりませんし、知しってても勝かっ手てに教おしえられません」

「はぁ!?　そんなわけないじゃない！」

　大おお声ごえを出だされて、びくっと肩かたが震ふるえる。

「本ほん当とうに知しらないんです」

　私わたしが説せつ明めいしている後うしろで、さっこが加か代よちゃんに耳みみ打うちしていた。

『誰だれか、先せん輩ぱいを呼よんできて』って。

　こくっとうなずいた加か代よちゃんが、雪ゆき道みちを駆かけ出だす。

　回まわり道みちをして合がっ宿しゅく所じょに向むかった加か代よちゃんを見みて、やなぎ中ちゅうの人ひとたちは不ふ機き嫌げんに眉まゆをひそめた。

　どうしよう。まだ解かい放ほうしてくれなそう。

　早はやく帰かえらないと、休きゅう憩けい時じ間かんが終おわっちゃうよ。

「いいから伊い吹ぶきさんを呼よんできてよ！」

「だから呼よべませんって！　いいかげん、ここ通とおしてください」

　さっこが負まけじと言いい返かえすと。

「もういいわ。自じ分ぶんたちで探さがすから」

「ほんと使つかえない」

　そうはき捨すてて、やなぎ中ちゅうの女じょ子したちは、ドン！と私わたしを突つき飛とばした。

「うわっ……！」

　雪ゆきで足あしがすべって、よろけてしまう。

　そのまま、ふみ固かためられた雪ゆきの道みちに転ころんでしまった。

「さくら、大だい丈じょう夫ぶ!?」

「うん。なんとか」

　やなぎ中ちゅうの人ひとたちは、走はしって逃にげていく。

「雪ゆきが降ふってきたし、急いそいで帰かえろうか」

「うん。……いたっ」

　立たち上あがろうとしたら、右みぎ足あし首くびに痛いたみが走はしった。

　軽かるく足あしをひねってしまったみたい。

「足あし、大だい丈じょう夫ぶ？　ゆっくり行いこう」

「ごめん、さっこ」

「ううん。風かぜが吹ふいてきたから、足あし元もとに気きをつけて」

「ありがとう」

　ツルツルすべる道みちを、転ころばないように慎しん重ちょうに歩あるく。

　さっきまで晴はれてたのに、急きゅうに風かぜが強つよくなってきた。

「うわっ」

　風かぜで舞まい上あがった雪ゆきが目めに入はいってしまって、思おもわずぎゅっと目めをつぶる。

　痛いたくて、目めが開あけられないよ。

　しばらく立たち止どまっていると、ようやく雪ゆきがとけたみたい。

　まぶたをこすって、目めをあけた。

「あれ？　さっこ？」

　キョロキョロとさっこの姿すがたを探さがすけれど、見み渡わたす限かぎり真まっ白しろな雪ゆきが広ひろがっているだけ。

　どうしよう……！　さっことはぐれてしまった。

「……っ」

　あわてて走はしりだしたとたん、足あし首くびが痛いたんで、その場ばに立たち止どまる。

「合がっ宿しゅく所じょ……どっちだろう」

　さっき目めをつぶってしまったことと、あたりを見み回まわしてしまったせいで、どっちに向むかって歩あるいていたのか、わからなくなってしまった。

　もしかして、私わたし、迷まい子ごになってしまったの!?

「どうしよう……」

　急きゅうに怖こわくなってきて、コートのフードをかぶりなおす。

　ズキズキと足あしが痛いたんで、その場ばにしゃがみこんだ。

「あ、スマホ！」

　コートのポケットに手てを入いれた瞬しゅん間かん、思おもい出だした。

　スマホは譜ふ面めん台だいに置おいたままだ。

　ポケットに入いれた手てが、何なにかに触ふれる。

　取とり出だしてみると、ピンクのこけしキーホルダーだった。

　こけしキーホルダーをぎゅっとにぎりしめると、先せん輩ぱいの顔かおが頭あたまをよぎった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、助たすけて……」

　そんなお願ねがい、叶かなうはずがないのに。

　願ねがわずにいられなかった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい……」

　吹ふきつける風かぜが怖こわくて、ぎゅっとちぢこまって耐たえていると。




「吉よし川かわ……!!」




　──えっ!?

　私わたしを呼よぶ、大だい好すきな声こえが聞きこえた気きがした。

　まさか……。でも……。




「吉よし川かわ!!　どこだ!?」




　まちがいない。この声こえは、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだ!!

　はじかれたように立たち上あがると、私わたしは声こえをふりしぼった。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい！！！！」

　何なん度ども何なん度ども、先せん輩ぱいを呼よんだ。

　遠とおくから、近ちかづいてくる人ひと影かげが見みえる。

「吉よし川かわ……！」
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　それは、間ま違ちがいなく。

　息いきを切きらして駆かけつけてくれた、伊い吹ぶき先せん輩ぱいだった。
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「先せん輩ぱい、どうして……」

「合がっ宿しゅく所じょから、お前まえたちが見みえた」

「えっ」

「で、お前まえが、やなぎ中ちゅうのやつらに突つき飛とばされたのが見みえたから」

「助たすけに来きてくれたんですか……？」

「まぁな」

　先せん輩ぱいは、「こっちだ」って言いいながら、ゆっくり歩あるき出だした。

「足あし、痛いためたのか」

「はい……」

「無む理りするな。ゆっくり行いくぞ」

「すみません。ありがとうございます」

　時とき々どき振ふり返かえりながら、先せん輩ぱいはゆっくり歩あるいてくれる。

　はぐれてしまわないように、先せん輩ぱいのすぐあとを歩あるいた。

　先せん輩ぱい、助たすけに来きてくれたんだ……。

　うれしくて、ほっとして、泣ないてしまいそうだよ。

　でも、泣ないてなんていられない。

　ちゃんと、無ぶ事じに帰かえらなくちゃ。

「風かぜが強つよくなってきたな……」

　先せん輩ぱいは、すぐ近ちかくの小ちいさな雪ゆきの山やまを指ゆびさした。

「風かぜが落おち着つくまで、あの中なかで待まつぞ」

「わかりました」

　それは、小ちいさなかまくらだった。

　さっこが言いってた、男だん子したちの作つくったかまくらかな。

　先せん輩ぱいといっしょに中なかに入はいると、かまくらは、冷つめたい風かぜをさえぎってくれた。

「あったかい……」

「ああ。かまくら、すげーな」

　ふっと笑わらった先せん輩ぱいは、きっと、私わたしを安あん心しんさせようとしてくれてる。

　本ほん当とうに、優やさしい。

　先せん輩ぱいがとなりにいるだけで、ほっとするよ。

「先せん輩ぱい、ありがとうございます。ご迷めい惑わくおかけして、本ほん当とうにすみません」

「いや……。さっき須す田だと寺てら西にしから聞きいた。お前まえたちが絡からまれたの、俺おれのせいだよな。悪わるかった」

　先せん輩ぱいの悲かなしそうな目めに、胸むねが痛いたんだ。

「先せん輩ぱいのせいじゃないですよ。私わたしが言いいたいことを言いっただけです」

「……そうか」

　ふっと笑わらう先せん輩ぱいが、思おもいのほかすぐ近ちかくにいるって気きづく。

　小ちいさなかまくらの中なかで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいとふたりきり。

　急きゅうに緊きん張ちょうしてきて、先せん輩ぱいの顔かおが見みられなくなってしまった。

「ここで眠ねむったら、やばいよな」

「え!?」

「よく言いうだろ、雪ゆき山やまで遭そう難なんしたとき、眠ねむると危き険けんだって」

「たしかに、そうですね」

「眠ねむらないように、なんか話はなせよ」

「ええっ」

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいと話はなしたいことは山やまほどあるのに、突とつ然ぜん言いわれると、頭あたまが真まっ白しろになってしまう。

　ドキドキする胸むねを落おち着つかせていると、今いま一いち番ばん気きになっていることが頭あたまに浮うかんだ。

「あの、さっこと加か代よちゃんは、無ぶ事じに合がっ宿しゅく所じょに戻もどれてますか……？」

「ああ。無ぶ事じだ。ふたりともお前まえを探さがしに山やまに戻もどろうとしてたけど、俺おれが止とめた」

「よかった……。ありがとうございます」

　ふたりが安あん全ぜんなところにいるってわかって、本ほん当とうにほっとした。

「ほかに何なにか、聞ききたいことはあるか」

「ええっと……。うーんと」

　聞ききたいことはたくさんある。でも……。

　彼かの女じょはいるんですか？　好すきな人ひとはいるんですか？　好このみのタイプは？

　なんて、聞きけるわけがない。

　すごーーーく考かんがえて、出でてきたのは……。

「いぬお、元げん気きですか？」

「いぬおじゃねーから。元げん気きだ」

「……」

「……」

　会かい話わが終しゅう了りょうしてしまった。

　いつも、あんなにお話はなししたいって思おもっていたのに、いざふたりっきりになると、緊きん張ちょうして何なにを話はなしていいかわからなくなっちゃう。

　でも、これって、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのことを知しることができる、またとないチャンスだ。

　そういえば、さっこと加か代よちゃんと理り想そうのデートの話はなしをしたときに、好すきな人ひとの何なにを知しりたいって言いってたんだっけ？

「先せん輩ぱいの好すきな色いろってなんですか？」

　すぐに思おもい出だして、思おもい切きって聞きいてみる。

「は？　青あお」

「青あお……。青あおですか」

　たしかに、クリスマスイブの日ひ、入いれてもらった先せん輩ぱいの傘かさは、紺こん色いろだったな。

「お前まえが好すきなのは、ピンクか？」

「そうです！　どうしてわかったんですか？」

「初はつ詣もうでのときの着き物ものも、髪かみ飾かざりもピンクだっただろ」

「っ……」

　先せん輩ぱいが、初はつ詣もうでのときの私わたしの着き物ものと髪かみ形がたを、覚おぼえてくれていた……。

　信しんじられなくて、うれしくて、いっきに心しん臓ぞうがさわぎだす。

「へんなこけしのキーホルダーも、いろんな色いろあるのに、ピンクのをじーっと見みてたしな」

「へんじゃないです！　かわいいんです！」

　いきおいよくポケットからピンクのこけしを取とり出だして、先せん輩ぱいの顔かおの前まえに突つき出だす。

　目めをぱちくりした先せん輩ぱいを見みて、ハッと気きがついた。

　先せん輩ぱいからごほうびにもらったこのキーホルダーを、大たい切せつに持もち歩あるいてることがバレちゃった！

　ぼぼっと顔かおが熱あつくなって、あわててキーホルダーをポケットにかくしながら、必ひっ死しにごまかす。

「あ、あー……。あ！　先せん輩ぱいの、血けつ液えき型がたは……？」

「Ａ、だけど」

「そうなんですね！」

　ふふっ。予よ想そう通どおりだった。

　血けつ液えき型がた占うらないを信しんじるわけじゃないけど、なんとなくそうじゃないかなって思おもってたんだ。

「お前まえは、Ａに見みせかけてＯだろ」

「!!　なんでわかるんですか!?」

「なんとなく」

　ちょっと意い地じ悪わるに笑わらう伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、思おもわずみとれてしまう。

　というか……もう、きっと伊い吹ぶき先せん輩ぱいの彼かの女じょになんてなれないのに、伊い吹ぶき先せん輩ぱい情じょう報ほうを集あつめてどうするんだろう。

　悲かなしくなってしまって、別べつの話わ題だいを探さがす。

「あっ……」

　そうだ。あった！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、直ちょく接せつ聞ききたいことが。

　よし、と心こころに決きめて、私わたしは口くちを開ひらいた。




「あの……。卒そつ業ぎょうしたら、伊い吹ぶき先せん輩ぱいは高こう等とう部ぶじゃなくて、アメリカに留りゅう学がくするって聞きいたんですけど、本ほん当とうですか」
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「……っ。お前まえ、なんでそれを……」

　先せん輩ぱいはすごくおどろいた顔かおをした。

　それを見みて、確かく信しんしたんだ。

　留りゅう学がくの話はなしは、本ほん当とうなんだって──……。

　先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうしたら、きっともう、会あえなくなっちゃう。

　今いま以い上じょうに、違ちがう世せ界かいの人ひとになってしまうんだ。

　もう絶ぜっ対たいに、手ての届とどかない人ひとになる。

　ずきりと胸むねが痛いたんだ。切せつなくて、悲かなしいよ……。

「先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうしても、高こう等とう部ぶでまたいっしょに演えん奏そうできると思おもっていたんです。だから、とってもさみしいです」

「……」

　言いえた！　本ほん当とうの気き持もちを、ちゃんと先せん輩ぱいに伝つたえられた……！

　でも、伝つたえたいことはこれだけじゃない。まだ、続つづきがあるんだ。

　私わたしはぐっと顔かおをあげて、口くちを開ひらいた。

「さみしいですけど、私わたしは先せん輩ぱいを応おう援えんします。先せん輩ぱいがどんなに遠とおくに行いっても、もう一いっ生しょういっしょに演えん奏そうできなくても、私わたしのこと忘わすれちゃっても、ずっとずっと応おう援えんしてますから」

　ひと思おもいに告つげてまっすぐ見みつめると、先せん輩ぱいの瞳ひとみがかすかにゆれた。

「吉よし川かわ……」

　おどろきを浮うかべた先せん輩ぱいの表ひょう情じょうが、やわらかにほころぶ。

「ジャズの本ほん場ばアメリカで、学まなびたいことがたくさんあるんだ」

「……っ」

　先せん輩ぱいは、静しずかに言こと葉ばをつむいでいく。

　きっと私わたしにとって、つらくて切せつない言こと葉ばが続つづくんだろう。

　だけど、先せん輩ぱいを応おう援えんしたいから。

　ひとことも聞きき逃のがさないように、じっと耳みみをかたむけた。

「だから、しばらく悩なやんでた。でも、もう決きめた」

　こくっとうなずいた私わたしは、ちゃんと笑わらえてるかな。

　絶ぜっ対たいに、泣ないちゃダメだって、自じ分ぶんに言いい聞きかせる。

　──いってらっしゃい。

　なかなか口くちから出でてくれない、そのひとことを、むりやり押おし出だそうとしたそのとき。

　一ひと呼こ吸きゅう早はやく、先せん輩ぱいが口くちを開ひらいた。




「留りゅう学がくは、しない」




「え!?」

　今いま……今いま、なんて言いったの？

　ぽかんと口くちを開あけたまま見みつめていると、先せん輩ぱいはぷっと小ちいさく吹ふき出だした。

「なんだその顔かお。はにわみてー」

「うっ。だ、だって。だって……。いや、えっ!?　どういうことですか!?」

　ずいっと先せん輩ぱいに迫せまってから、ここがせまいかまくらの中なかだと思おもい出だして、あわてて身みを引ひく。

「留りゅう学がくはいつでもできるけど、『黒くろ羽ばね高こう校こうの吹すい奏そう楽がく部ぶ』は、ここを卒そつ業ぎょうしたあとの３年ねん間かんしか所しょ属ぞくできない。だから、海かい外がいでジャズの勉べん強きょうをするのも、ソロの腕うでを上あげるのも、今いまじゃない」

「……っ」

「今いまはまだ、みんなと……仲なか間またちと吹ふいていたい。それに、黒くろ羽ばね高こう校こうはまだ全ぜん国こく大たい会かいに行いったことがないんだ。高こう校こうでだって、〝目め指ざすは全ぜん国こく、金きん賞しょう〟だろ」

　にやりと笑わらったその顔かおは。

　サッカーから吹すい奏そう楽がくを……トランペットを、自みずから選せん択たくしたときの先せん輩ぱいと同おなじだった。

「そう、なんですね」

　ほっとしたのと、とびきりうれしいのとで、言こと葉ばが出でてくれない。

　目めの奥おくが熱あつくなって、鼻はなの奥おくがつんとした。

　ふいに身みを乗のり出だした先せん輩ぱいが、外そとの空そらを見み上あげる。

「風かぜが落おち着ついてきたな。今いまがチャンスだ。行いくぞ」

「はい！」

　かまくらから出でると、風かぜはおだやかになっていて、少すこし先さきに合がっ宿しゅく所じょが見みえた。

　ほっとして、先せん輩ぱいのとなりを歩あるく。

「つーか、忘わすれねぇよ」

　先せん輩ぱいは、前まえを向むいたまま、たしかにそう言いった。

「え？」

「もし、俺おれが留りゅう学がくしても、お前まえのこと忘わすれるわけないだろ」

　見み上あげた横よこ顔がおが優やさしくて、とくん、と心しん臓ぞうが音おとを立たてた。

　先せん輩ぱいのその言こと葉ばがうれしすぎて、頭あたまの中なかでくりかえし響ひびいている。

　でも、ダメだ。

　期き待たいしちゃダメに決きまってる。

　自じ分ぶんに言いい聞きかせて、冷つめたくなった手てをぎゅっとにぎった。

　すると──。


「ほら」



　先せん輩ぱいが、私わたしに手てを差さし出だした。

　信しんじられなくて、何なにが起おこったかわからなくて。

　何なん度どかまばたきをして、先せん輩ぱいと差さし出だされた手てを見み比くらべてしまった。

「また、はぐれたら困こまる」

「あっ……」

『また』って、初はつ詣もうでのときのことだよね。

　ううん、それだけじゃない。遊ゆう園えん地ちで助たすけてもらったこともあった。

　先せん輩ぱいは、いつも私わたしのことを救すくってくれる。

「そ、そうですよね」

　つぶやきながら、差さし出だされた手てをまじまじと見みつめた。

　爆ばく発はつしそうなくらい心しん臓ぞうがドキドキして、手てが動うごいてくれない。

　そんな私わたしをちらりと見みて、先せん輩ぱいは苦く笑しょうした。

「こんな天てん気きだ。誰だれも見みてねぇよ」

　違ちがう。誰だれかに見みられるのを、気きにしてるわけじゃない。

　あまりにも信しんじられなくて、頭あたまが真まっ白しろになってしまったんだ。

「ありがとう、ございます」

　やっとのことで出だした声こえは、おどろくほど小ちいさい。

　ドキドキしながら、先せん輩ぱいの手てに、そっと手てのひらを乗のせた。

　先せん輩ぱいの手てが、私わたしの指ゆび先さきをそっとつかんで。

　それから、ぎゅっとにぎった。

「あったかいです……」

「だろ」

　先せん輩ぱいの手てのぬくもりが、私わたしの指ゆび先さきを優やさしく包つつんでくれる。

　冷ひえ切きった手てに、じわじわとあたたかさが広ひろがっていった。
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「もう少すこしで合がっ宿しゅく所じょだから、がんばれ」

「はい」

　私わたしの手てを引ひいてくれる先せん輩ぱいの手ては、大おおきくて、あたたかくて。

　とびきり頼たのもしかった。
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「さくら!!　よかった……！」

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい、ありがとうございました!!」

「ああ」

　玄げん関かんにたどり着つくと、さっこと加か代よちゃんが待まっていてくれた。

「このあとの最さい後ごの合がっ奏そう、吹ふけるか？」

「はい。吹ふけます！」

「よし、いい演えん奏そうで合がっ宿しゅくを終おえるぞ」

「「「はい！」」」

　ふたりに私わたしを引ひき渡わたして、体たい育いく館かんに向むかった先せん輩ぱいの背せ中なかを見み送おくる。

「先せん輩ぱいを呼よびに行いくのに時じ間かんがかかっちゃってごめんね。さくらが無ぶ事じでよかった！」

「私わたしも、はぐれちゃってごめん！」

「ううん。こっちこそ、心しん配ぱいかけてごめんね」

　３人にんで、無ぶ事じをよろこび合あう。

　よし！　最さい後ごの合がっ奏そう、がんばろう！




　少すこし遅おくれて楽がっ器きの準じゅん備びをしていると、体たい育いく準じゅん備び室しつで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいと崎さき山やまくんがソロの練れん習しゅうをしているのが見みえた。

　崎さき山やまくん念ねん願がんの、伊い吹ぶき先せん輩ぱいのレッスンだ。

　よかったねって思おもいながら、聞きこえてくる最さい高こうのソロに耳みみをかたむけていた。

　音おとがやむと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいがスマホを取とり出だす。

「日にち舞ぶの曲きょくって、どんなの？」

「ええっと、有ゆう名めいなのはこれですね」

　崎さき山やまくんもスマホを取とり出だして、伊い吹ぶき先せん輩ぱいに曲きょくを聴きかせる。

「ふーん」

　ひととおり聴きいた先せん輩ぱいは、トランペットを構かまえた。

　そして、ゆったりした日にち舞ぶのメロディーを、ジャズ風ふうにアレンジして吹ふき始はじめた。

「へぇ～。すごいです！　こんなにかっこよくなるんですね」

「もともとの曲きょくがいいんだ。ジャズバージョンならどんなふうに舞まいたい？」

「うーん……」

　真しん剣けんな顔かおで考かんがえこんでいた崎さき山やまくんが、悔くやしそうに首くびを横よこに振ふる。

「すみません。今いまの俺おれには、思おもいつきません。だから……」

　崎さき山やまくんは、まっすぐに伊い吹ぶき先せん輩ぱいを見みすえた。

「俺おれ、基き礎そからみっちり、日にち舞ぶの稽けい古こをがんばります！　いつか、先せん輩ぱいの演えん奏そうで舞まうことができるように」

「ああ。楽たのしみにしてる。サックスもなまけるなよ」

「もちろんです！　春はるからは俺おれが、先せん輩ぱいの代かわりに黒くろ羽ばね中ちゅうを引ひっ張ぱっていきますから!!」

　崎さき山やまくんがいたずらな笑えみを浮うかべると、伊い吹ぶき先せん輩ぱいはふっとやわらかく笑わらった。

　きっと、崎さき山やまくんは日にち舞ぶもサックスも両りょう立りつできちゃうんだろうな。

　ご両りょう親しんを納なっ得とくさせるくらい、日にち舞ぶのお稽けい古こをがんばって、転てん校こうもきっと回かい避ひできる。

　春はるからも、崎さき山やまくんといっしょに吹ふけますように。

　来らい年ねんも再さ来らい年ねんも、ずっとずっと……また、高こう等とう部ぶで伊い吹ぶき先せん輩ぱいといっしょに吹ふける日ひまで。

　私わたしもがんばろうって気き合あいをいれて、そっとその場ばを離はなれた。




　いよいよ、合がっ宿しゅく最さい後ごの合がっ奏そうがスタートした。

「崎さき山やま、ソロの完かん成せい度どがあがったな」

「ありがとうございます！」

　めったに部ぶ員いんをほめない北きた田だ先せん生せいがそう言いうほど、崎さき山やまくんの演えん奏そうは完かん璧ぺきだった。

　合がっ奏そうが始はじまる前まえに、こっそり崎さき山やまくんにメッセージを送おくったんだ。

『伊い吹ぶき先せん輩ぱい、留りゅう学がくしないって！』って。

　崎さき山やまくんからは、うれし泣なきしてるスタンプが返かえってきた。

　でも、きっとそれだけじゃない。

　さっきの、日にち舞ぶの曲きょくをジャズ風ふうにアレンジして吹ふいてみせた伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、悔くやしそうにしながらも、目めを輝かがやかせていた崎さき山やまくんを思おもい出だす。

　崎さき山やまくんは、新あらたな『夢む中ちゅうになれること』を見みつけたんだ。

　崎さき山やまくん自じ身しんも、音おとも、すべてがキラキラ輝かがやいている。

「崎さき山やまくんのソロ、すごかったね！」

「うん。今いままで、きっと体たい調ちょうが悪わるかったんだね」

「崎さき山やまくんのソロがかっこよくて、私わたしもうまく吹ふけた気きがするよ」

　５分ふん間かんの休きゅう憩けい中ちゅう、そんな言こと葉ばがあちこちから聞きこえてきて、私わたしの心こころもはずんだ。

　よかった。崎さき山やまくんの復ふっ活かつで、さらに部ぶ員いんと演えん奏そうがまとまってきたみたい。

　ちらりと見みると、伊い吹ぶき先せん輩ぱいも、高たか田だ先せん輩ぱいも、そして柴しば田たさんも、ほっとした顔かおをしていた。

　きっと、崎さき山やまくんはもう大だい丈じょう夫ぶ。

　それに、私わたしたち黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶの１、２年ねん生せいも、大だい丈じょう夫ぶって思おもえる。

　良いい変へん化かも、悲かなしい変へん化かも、私わたしたちなら乗のり越こえていける気きがするんだ。

　そして、私わたしも……。

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうしても、また高こう等とう部ぶでいっしょに吹ふける日ひを楽たのしみに、きっとがんばれる！




「最さい初しょから最さい後ごまで、全ぜん曲きょく通とおしで演えん奏そうする」

「「「「はい！！！！」」」」

　休きゅう憩けいが終おわって、北きた田だ先せん生せいが指し揮き台だいに上あがると、いよいよ合がっ宿しゅくもラストスパート。

　気き合あいを入いれてがんばるぞ！って、意い気きごんだのに……。

「吉よし川かわ、指し揮きをよく見みて」

「……はい。すみません」

「ストップ。吉よし川かわ」

「すみません!!」

　大だい事じな最さい後ごの合がっ奏そうなのに、さっきひねってしまった足あしがだんだん痛いたみだした。

　足あしに気きをとられて、演えん奏そうに集しゅう中ちゅうできなかった私わたしの演えん奏そうは、散さん々ざんだった。

　たくさん間ま違ちがえて、どんどんあせってしまって、何なん度ども合がっ奏そうを止とめてしまったんだ。

　次つぎこそ間ま違ちがえないぞ！って、気き持もちを入いれかえたけれど。

「これで合がっ奏そうを終おわりにする。３日か間かん、よくがんばった」

　なんと、挽ばん回かいできないまま、合がっ奏そうが終おわってしまった。

「冬ふゆ合がっ宿しゅく、おつかれさまでした！　各かく自じ楽がっ器きを片かたづけて、トラックに積つみこんでください」

「１時じ間かん後ごに、ここを出しゅっ発ぱつします。時じ間かん厳げん守しゅでお願ねがいします」

　新しん部ぶ長ちょうの締しめのあいさつも終おわり、もう帰かえる準じゅん備びをしなくちゃいけない。

「はぁ～……」

　フルートをケースにしまいながら、ため息いきを落おとした。

　まるで、コンクールの地ち区く予よ選せん直ちょく前ぜんの、初はじめて選せん抜ばつメンバーの中なかに入はいって合がっ奏そうしたときみたい。

　あのとき、めちゃくちゃ怖こわい顔かおをした伊い吹ぶき先せん輩ぱいに、呼よび出だされたんだっけ。


「そこのフルート、ちょっとこい」



　そうそう。そうやって呼よび出だされた……。

　ええっ!?

　ガバッと顔かおを上あげると、すぐ横よこで、伊い吹ぶき先せん輩ぱいが仁に王おう立だちしていた。

「ひっ！」

　め、めちゃくちゃ怒おこってる……。

「す、すみません！　次つぎの合がっ奏そうまで、自じ主しゅ練れんがんばります!!」

「いいから来こいよ」

　深ふか々ぶかと頭あたまを下さげる私わたしの横よこを通とおり過すぎて、先せん輩ぱいは体たい育いく館かんを出でて行いってしまった。

　恐きょう怖ふの呼よび出だし、再ふたたび……。

　私わたし、どうなっちゃうんだろう!?
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「ついてこい」

「は、はい」

　体たい育いく館かんを出でた伊い吹ぶき先せん輩ぱいは、ろうかをゆっくりと歩あるく。

　どうしよう。絶ぜっ対たいにシメられる。

「なんだあの演えん奏そうは。ありえねぇ」って、小こ一いち時じ間かん怒おこられるに違ちがいない。

　びくびくしながら、先せん輩ぱいについていく。

　長ながいろうかの角かどを曲まがると、先せん輩ぱいは引ひき戸どの前まえで足あしを止とめた。

「ここだ」

　──えっ!?

「ここって……」

　引ひき戸どの上うえには、「保ほ健けん室しつ」って書かいてある。

「入はいれ」

「はい！」

　ここが今日きょうのお説せっ教きょう部べ屋やか……。

　シュンとしながら入はいると、先せん輩ぱいは長ながイスに私わたしを座すわらせた。

「ちょっと待まってろ。動うごくなよ」

「……あの」

　先せん輩ぱいは、たなや引ひき出だしを開あけて、何なにかを探さがしている。

　いったい、何なにを言いわれるんだろう……首くびをすくめていると、先せん輩ぱいがゆっくり近ちかづいてきた。

「足あし、出だせ」

「へ!?」

「足あし、痛いたいんだろ？　テーピングしてやるから」

　先せん輩ぱいの手て元もとを見みると、サッカー選せん手しゅが使つかうようなテープを持もっていた。

「ここ、運うん動どう系けいの部ぶ活かつの合がっ宿しゅくでも利り用ようされてるから、こういうのもあるんだ」

「そうなんですね」

　私わたし、なんてかんちがいをしていたんだろう。

　申もうしわけなくて、すなおに痛いためたほうの足あし首くびを出だした。

「ひねったのはここか？」

「はい、そうです」

「ちょっとはれてるな……」

　そうつぶやいて、先せん輩ぱいは眉まゆを寄よせた。

　先せん輩ぱいはきっと、自じ分ぶんのせいで私わたしがケガをしたと思おもってる。

　でも、先せん輩ぱいのせいじゃない。

　やなぎ中ちゅうの人ひとを怒おこらせないように、もっとうまく断ことわることだってできたはずだから。

　間ま違ちがいなく、自じ分ぶんのせいだ。

　手て際ぎわよくテーピングする手て元もとを見みつめながら、先せん輩ぱいの優やさしさにきゅんとした。

「固こ定ていしたから、痛いたみはだいぶましになってると思おもうけど。どうだ？」

「わ……。痛いたくないです」

「よかった。歩あるいてみろ」

「大だい丈じょう夫ぶです。歩あるいても痛いたくないです」

「応おう急きゅう処しょ置ちだからな。明日あしたになってもはれてたら、病びょう院いん行いけよ」

「はい。そうします。ありがとうございました！」

　立たち上あがろうとした私わたしを、先せん輩ぱいが止とめた。

「楽がっ器きの積つみこみは無む理りするな。バスが出しゅっ発ぱつするまであと１時じ間かんくらいあるから、ここで休やすんでたらいい」

「でも……」

「新にっ田たには言いっておく。荷に物もつは須す田だに持もって行いかせるから」

「……わかりました。ありがとうございます」

「ああ」

　先せん輩ぱいの優やさしさがうれしくて、想おもいがふきだしてしまいそう。

　わかってる。先せん輩ぱいが優やさしいのは、私わたしのケガが自じ分ぶんのせいだって思おもっているからで。

　私わたしが『特とく別べつ』なわけじゃない。

　わかってるのに、行いき場ばをなくした「好すき」が、心こころの中なかで暴あばれている。

『ぜんぶ、聞きかなかったことにする』って言いった先せん輩ぱい。

　その理り由ゆうが『留りゅう学がく』じゃないのなら、理り由ゆうはきっと、『私わたしが伊い吹ぶき先せん輩ぱいの恋れん愛あい対たい象しょうじゃないから』だ。

　一いち番ばん可か能のう性せいがなくて、つらくて、どうがんばっても無む理りな理り由ゆう。

　わかってる。わかってるけど、どうしたってこの恋こいを、あきらめることができないんだ。

「じゃあ、おとなしくしてろよ」

　私わたしの頭あたまをポンとなでて、先せん輩ぱいは背せを向むける。

「伊い吹ぶき先せん輩ぱい！」

　遠とおざかっていくその背せ中なかを、引ひき止とめたくて。

　振ふり向むいた先せん輩ぱいに、ありったけの想おもいをぶつける。

「私わたしが、先せん輩ぱいの恋れん愛あい対たい象しょうじゃないってわかってます。でも、……先せん輩ぱいのこと、好すきでいていいですか？」

　先せん輩ぱいはまた、困こまったような、とまどうような顔かおになった。

　だけど、私わたしはもう、目めをそらさないって決きめたんだ。

「……」

「……」

　沈ちん黙もくが流ながれて、ストーブの音おとだけが響ひびいている。

　ふいに、先せん輩ぱいの口くちが動うごいた。




「恋れん愛あい対たい象しょうじゃないなんて、言いってないだろ」
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「え……」

　私わたしは、先せん輩ぱいの恋れん愛あい対たい象しょうじゃない……わけじゃない？

　それって、どういうこと？

　混こん乱らんして、言こと葉ばが出でない。

　その先さきをたずねようとした、そのとき。

「お腹なか、大だい丈じょう夫ぶ？　ちょっと休やすんでなよ」

「うん……。はき気けはないんだけど」

「あ、ここだ。保ほ健けん室しつ」

　ろうかから、声こえが近ちかづいてきた。

　それに気きづいた先せん輩ぱいは、ふっと意い地じ悪わるに笑わらう。

「でも……またウワサされて傷きずつくの、イヤだろ」

　それだけ言いい残のこして、先せん輩ぱいは保ほ健けん室しつを出でて行いってしまった。

「えっ！　今いまの、伊い吹ぶきさんじゃなかった!?」

「伊い吹ぶきさんだ！　めちゃくちゃかっこよかった……！」

　入いれ違ちがいで入はいってきたやなぎ中ちゅうの女じょ子したちが騒さわいでいる声こえが、どこか遠とおくに聞きこえる。

　いったい、どういうこと？

　私わたし、先せん輩ぱいのことを、好すきでいていいの？

『傷きずつけたくない』って、もしかして。

『聞きかなかったことにする』って言いったのは、私わたしを守まもるため……だったってこと？

　まさか！　でも……。





『恋れん愛あい対たい象しょうじゃないなんて、言いってないだろ』






　先せん輩ぱいの言こと葉ばが、頭あたまの中なかを駆かけめぐる。

　じわじわと顔かおが熱あつくなって、痛いたいくらいに胸むねが高たか鳴なっていった。
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　こんにちは、高たか杉すぎ六りっ花かです。６巻かんを読よんでくれてありがとうございます！

　２０１９年ねん９月がつにスタートした「君きみのとなりで。」シリーズは、もう６巻かん目め。

　なんと３年ねん目めに突とつ入にゅうしました！

　このお話はなしをお届とどけできるのは、応おう援えんしてくれるみなさんのおかげ。

　心こころから感かん謝しゃしています！




　新しん刊かんの情じょう報ほうがつばさ文ぶん庫こホームページに掲けい載さいされると、いつも『みんなのかんそう』に「楽たのしみです！」などなど、たくさんうれしいコメントをいただきます。

　発はつ売ばい後ごには「読よみました！」と、たくさんうれしいお手て紙がみが……！

　そんなあたたかい応おう援えんに、いつも支ささえられています。

　５巻かんを読よんだ方かたからは、「さくら、がんばれ！」とか「伊い吹ぶき先せん輩ぱいかっこいい！」にまじって、「新しんキャラのカレンがかわいい！」と、お手て紙がみやコメントをいただいてうれしかったです。

　カレンはちょっと人ひとさわがせなキャラだけど、「他た人にんの目めや評ひょう価かを気きにしない強つよさ」を持もった、とってもすなおな女おんなの子こです。

　実じつは、カレンは、小しょう中ちゅう学がく生せいのころの私わたしが、あこがれていた性せい格かくの女おんなの子こなんです。

　転てん校こうが多おおかったので、新あたらしい学がっ校こうやクラスのみんなとなじむために、苦く労ろうすることもあったんですよね。「こんな性せい格かくになれたらいいな」と思おもっていたそのもののキャラ・カレンをみんなに好すきになってもらえて、本ほん当とうによかったです。




　さて、６巻かんは楽たのしんでいただけたでしょうか。

　５巻かんが（５巻かんも？）、『ドキドキ・きゅん♥・どういうこと～？』というシーンで終おわっていたので、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの気き持もちは？　さくらの恋こいは実みのるの？と、ずっと気きになっていた方かたもいたかもしれませんね。ごめんなさい～。続つづきを楽たのしみにしてもらえて、とってもうれしいです。

　今こん回かいは、初はつ詣もうでや冬ふゆ合がっ宿しゅくに行いくお話はなしでした。

　私わたしも、高こう校こう生せいの時ときに、吹すい奏そう楽がく部ぶで夏なつ合がっ宿しゅくに行いきました。

　普ふ段だんあまり話はなす機き会かいがない、同おなじ楽がっ器き以い外がいの先せん輩ぱいたちと、休きゅう憩けい時じ間かんや食しょく事じ時じ間かんにお話はなしをしたり、夜よるは女じょ子し数すう人にんで秘ひ密みつの恋こいバナをしたり、みんなで花はな火びをしたり……。

　練れん習しゅうは大たい変へんだったけれど、とっても楽たのしかったな～と、当とう時じのことを思おもい出だしながら書かきました。

　さらに、崎さき山やまくんの事じ情じょうや過か去こなどなど、「崎さき山やまくん推おしのみなさん、お待またせしました！」な、盛もりだくさんの６巻かんです♪

　ドキドキなハプニングの数かず々かずに、キュンキュンしていただけますように♥

　ラストは、またしてもドキドキ＆大だい混こん乱らんな状じょう況きょうですが……。

　次じ回かいは、いよいよ！　伊い吹ぶき先せん輩ぱいの、謎なぞの言こと葉ばの真しん意いが明あきらかに!?

　恋こいって、イロイロありますよね。とびきりよろこんだり、どーんと落おち込こんだり。

　それでも、恋こいすることをあきらめないさくらと、伊い吹ぶき先せん輩ぱいの恋こい模も様ようにご注ちゅう目もくください！

　７巻かんも、そんなにお待またせすることなくお届とどけできそうですよ。




　そうそう！　雪ゆき国ぐに・北ほっ海かい道どうに住すんでいる私わたしから、みなさんにお伝つたえしたいことがあります。

　６巻かんでは、雪ゆき山やまで迷まい子ごになってしまったさくらを、助たすけに来きてくれるヒーローがいますが……。

　吹雪ふぶきや悪あく天てん候こうの中なか、子こどもだけで助たすけに行いくのはとっても危き険けんです。みなさんは、必かならず大人おとなに助たすけを求もとめてくださいね。




　さてさて、あとがき恒こう例れいの、６巻かんに出でてきた曲きょくについてお話はなししますね。

　定てい期き演えん奏そう会かいの目め玉だま曲きょく、『シング・シング・シング』は、歌か手しゅでトランペット奏そう者しゃのルイ・プリマが作さっ曲きょくした、ジャズの名めい曲きょくです。

　サックスではなくクラリネットがソロを吹ふく楽がく団だんもありますが、今こ年としの黒くろ羽ばね中ちゅう吹すい奏そう楽がく部ぶは、崎さき山やまくんがサックスで２回かいソロを吹ふきますよ♪

　伊い吹ぶき先せん輩ぱいが吹ふくトランペットのソロも、佐さ久く間ま先せん輩ぱいが叩たたくドラムのソロもとびきりかっこいいですし、ソロだけじゃなく、トロンボーン、サックス、クラリネット、トランペットパートが吹ふくメロディーも、とってもとってもかっこいいので、ぜひ聴きいてみてもらいたいです！

　曲きょくを聴ききながら読よんでみるのもおすすめですよ。




　最さい後ごになりましたが、穂ほ坂さかきなみ先せん生せい、今こん回かいもすてきなイラストをありがとうございます。表ひょう紙しもカバーの内うち側がわのイラストも、ふたりの表ひょう情じょうが最さい高こうでキュンキュンでした！　どんどん優やさしいお顔かおになる伊い吹ぶき先せん輩ぱいと、どんどんかわいくなる恋こいするさくら♥　ぐっと距きょ離りが近ちかづいたふたりのイラストを、穴あなが開あくほど眺ながめながら、６巻かんの作さ業ぎょうをしました。パワーの源みなもとです！

　いつも根こん気き強づよく、的てき確かくに導みちびいてくださる担たん当とう編へん集しゅうＫさん、今こん巻かんもありがとうございました。

　つばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶのみなさま、「君きみのとなりで。」にたずさわってくださったすべてのみなさま、本ほん当とうにありがとうございます。

　いつも応おう援えんしてくれる友ゆう人じんたちと、私わたしの大たい切せつな家か族ぞく、そしてこの本ほんを手てに取とってくれたあなたに、心こころから感かん謝しゃしています。

　それではまた、７巻かんでお会あいしましょう！





高たか杉すぎ六りっ花か






♪高たか杉すぎ六りっ花か先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！

〒１０２‐８１７７　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み２‐13‐３

株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　高たか杉すぎ六りっ花か先せん生せい係がかり



















君きみのとなりで。⑥
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